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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。













　開け放した窓から、湿った風が教室内に流れ込んでくる。


　中間考査が終わり、先週、高校最後の体育祭も終わった。行事を一つ一つ消化して、俺おれたちの生活はどんどん受験一色になっていく。


　三年前と同じ、憂ゆう鬱うつな季節。


　だけど、とりたててほかになんの事件もない、それなりに平和な毎日。


　来年の今ごろ、俺はどこでなにしてんのかなあ――なんて思いながら、俺は選択授業の用意をしていた。


　もうとっくに教室を移動しなければいけない時間なのに、グズグズとどこかダラけているのは、俺だけじゃなくて。


　体育祭前の活気が噓うそみたいに、みんなくたびれていて、教室中の空気がちょっと重たい。


　衣替えしたばかりの白いシャツが目立つ室内は、まだ薄ら寒い感じがした。


「小こ早ばや川かわくん、今日、午後あるの？」


　ふいに聞かれて、顔を上げた。


　原はら田だ聡さと美みが、すぐそばに立って、俺を見ていた。肩にかかる長い髪が、サラリと揺れる。


　彼女は、俺と同じ卒業アルバムの制作委員だ。


「あるよ。二時間とも英語。なんで？」


「放課後、アルバム委員は七組の教室集まれって。私、今日せっかく午前中で終わりなのに、待ってなきゃなんないんだもん。ついてなーい」


　リップでツヤツヤした唇を、彼女は拗すねたように尖とがらせる。


「そうなんだ。予定外じゃん」


「写真が見つかんないんだって。佐さ々さ木きくん、ぼやいてた」


　そう、と適当に相あい槌づちを打っていると、頭上で予鈴が鳴り響いた。


「あ、行かなきゃ。じゃあね、そーゆーことだから、サボんないで出てね」


「お前こそ」


　笑いながら言い返し、俺は急いで選択科目の教室へと足を向けた。








　一学期の中間考査のあと、卒業アルバム委員会の活動が始まった。


　高校を卒業する際に渡される、三年間の思い出のアルバムは、基本的には生徒――各クラスから男女一名ずつ選出された委員たち――の手で作られる。


　クラスごとに与えられたページをどう使うかとか、もうとっくに忘れ去ってしまっていた一年のころの行事をピックアップしてみたり、レイアウトを考えたりイラストを描いたり、と、ざっと考えただけでもなかなか大変な作業だ。


　まだ一学期だっていうのに、もう卒業準備かよ、となんだかやり切れない気もするけれど、アルバム委員の連中だって、大学受験を控えているのだから、なるべく早く活動を終えるに越したことはないのだろう。


　俺は趣味で描いているイラストの腕を見込まれて、アルバム委員に推薦された。もともとクラブにも入っていなかったし、いくら受験生でも勉強ばかりの毎日じゃ息が詰まる。委員会活動ぐらいなら、いい気分転換にもなるだろうと、軽い気持ちで引き受けた。


　委員会で顔を合わせた連中は、ほとんどが初めて話す奴やつらばかりだった。やる気満々の奴もいれば、押しつけられて仕方なく参加している奴もいる。こんなことでもなければ、たぶん知らないまま卒業していっただろう、同級生たちだ。


　俺は、それなりに、アルバムの制作を楽しみにしている。


　受験勉強からの逃避かな、と思わないこともないけれど、やりがいがありそうだ。


「……でも、突然予定外に集会すんのは面めん倒どう臭くさいよな」


　黒板に書かれた数式をノートに写しながら、俺はボソリと独り言ごちる。


　もし自分が原田みたいに、今日午前中だけだったら、迷いもせずにサボるに違いない。


　写真がない、と言っていたが、なんの写真だろう？


　写真、という単語と一緒に、頭の中に須す藤どう和かず哉やの顔が浮かんだ。


　須藤は、中学時代からの大事な友人の一人だ。一年のころからずっと写真部に所属している彼なら、おそらくいろんな写真を撮りだめているだろうし、頼めば協力してくれるかもしれない。


「問１、浅あさ野の恭きよう子こ。問２、川かわ崎さき光こう司じ。問３、小早川諭さとし。…以上、呼ばれた者は前に出て、問題を解きなさい」


　いきなり呼ばれて、ハッと我に返った。


「…げ」


　よりにもよって、一番面倒臭い応用問題があたってしまった。


　渋々黒板の前に出て、俺は背中に冷や汗をかきながら、チョークを握りしめて立ち竦すくんだ。








　臨時の集会にもかかわらず、サボった奴はいなかった。


　原田のように、午前中で授業が終わった連中も、どこかで時間を潰つぶしていたのか、ちゃんと顔を出している。


「写真がないんだよなぁ」


　委員長を務める七組の佐々木伸しん一いちが、大おお袈げ裟さにため息をつきながら訴える。


「一年の時の、Ｈ・Ｒホームルーム合宿だろ、鎌かま倉くらの遠足だろ――…文化祭とか体育祭は、今年のぶんだけでかまわないと思うんだけどさ」


「Ｈ・Ｒ合宿かァ。俺、集合写真ぐらいしか買ってねーなー」


　佐々木の言葉に、委員の一人が答えるでもなく呟つぶやいた。


　Ｈ・Ｒ合宿というのは、入学してから一か月後に行われる二泊三日の小旅行のことだ。


　高校生活にようやくちょっと慣れてきたかなと思える時期に、クラスの親しん睦ぼくを深めるためという名目で行われる行事だが、ハッキリ言ってあまり記憶がない。楽しかった思い出も、正直少ない。


　思い出は写真の数に比例するのか、俺もそう言われてみれば、Ｈ・Ｒ合宿の写真はあまり持っていないような気がする。


「あの時も、スナップ写真とか、売り出されてたよな」


「でも、あんまり買った奴いねーんじゃねーの？」


「だって、まだ高校に慣れてないころだもんね。仲間外れにされないように必死で、楽しむどこじゃないわよねー」


「それにさァ、行った場所が場所だし、観光もしねーし」


　みんなはそれぞれに、ブーブーと文句を言い始めた。


　Ｈ・Ｒ合宿は、毎年那な須すにある学校所有の宿舎で行われる。場所自体は、自然に囲まれたいいところなのだが、合宿でしたことといえば、ラジオ体操と山歩きと、それからキャンプファイヤーぐらいだ。それよりも、二年で行った修学旅行のほうが楽しかったし、記憶にも新しい。


「どうせ、たいした思い出もねーんだから、省いちゃえば？」


「そーゆーわけにはいかないの。行事はひととおりアルバムに載せたいんだから」


「…俺、写真部に知り合いいるから、聞いてみよっか？」


　思わず、俺は口を挟んだ。


「売れ残った写真は処分しただろうけど、ネガならもしかしたら残ってるかもしれないし」


「ホントか？」


　嬉うれしそうに、佐々木の目が輝いた。


「ん。聞いてみるよ」


「助かる～。…俺も、いろいろ声かけたんだけどさー。買う写真なんか、自分が写ってるヤツか、好きなヤツが写ってるのじゃん？　そうすると、みんな提供してくれねーんだよなー」


「あるかどうかはわかんないぜ？　えーと……Ｈ・Ｒ合宿と、一年の遠足と、あとなにが必要？」


　俺はレポート用紙を取り出し、佐々木が言う行事をメモしていく。


「その、写真部の知り合いって、親しい？」


　ふいに聞かれて、一瞬答えるのを躊躇ためらう。


「……なんで？」


「協力してもらえないかな。授業風景とか、登下校のようすとか、ヤラセでいろいろ作りてーし。写真部なら、カメラの扱い方とか慣れてるだろ？　俺らだけだと、なんか失敗しそうだからさァ」


　俺はちょっと考えてから、頷うなずいた。


「わかった。それも頼んでみる」


　佐々木はやはり人のよさそうな笑みを浮かべて、「助かるよ」を連発した。


　今日の集会は、それでお開きとなり、俺はその足で写真部部室に向かった。


　この時間なら、まだ須藤は残っているだろうし、頼むなら早いほうがいいと思ったのだ。


　写真部部室とはいっても、正式な部室があるわけじゃない。物理の先生が顧問をやっている関係で、物理室と物理準備室を部室代わりに提供してくれているのだ。とはいえ、ちゃんと準備室のほうには、内側からも鍵かぎのかかる暗室も作られているので、設備的にはかなり充実しているといえるだろう。


　コツコツと軽くノックをして、返事を待たずにドアを開ける。


「須藤、いる？」


「須藤先輩なら、暗室籠こもってまーす」


　ネガフィルムのファイルから、顔も上げずに、一年の部員が応こたえた。


　物理室にいるのは、たった三人だ。


　写真部の部員は、幽霊部員も含めて三十人近くいるはずだが、いつ来ても、いるのは顔見知りの二、三人だ。


　おまけにその連中は、来ていても、てんでばらばらに写真雑誌を見ているだけだったり、勝手に暗室に籠っていたりと、あまりまともな部活動をしているようには見えない。


　だけど、そのせいか部外者の俺がいても咎とがめる者はなく、それをいいことに俺はちょくちょくここに立ち寄っては、準備室にあるテレビをぼうっと眺めたりしているのだ。


「あれ、来てたんだ？」


　ものの十分も経たないうちに、暗室の扉が開いて、須藤が顔を覗のぞかせた。


「うん。待ってたんだ。……今日は、なんの写真現像してたんだ？」


「先週やってた、バスケ部の試合の写真」


　見る？　と彼は、背後の暗室を指差した。


　まだ乾いていないので、暗室内に干しているらしい。


「いいや。…それよりさ、いろいろ頼みがあるんだけど」


「なに？」


　珍しいじゃん、などと口にしながら、須藤は椅い子すに座っている俺を覗き込むように、長身を屈めた。


　スラリとした外見に相応ふさわしく、彼は抜群の運動神経に恵まれている。


　高校入学時は、いろんな運動部から「ぜひ入部してくれ」と声がかかったものだったが、彼はそれらをすべて蹴けって、さっさと写真部に入ってしまい、周囲を嘆かせた。嘆いたのは、体育会系の上級生だけでなく、須藤のファンの女子たちもだった。


　彼女らにとって、〝カメラおたく〟というのは、あまりいいイメージではなかったらしい。


　もっとも本人は淡々としたもので、「先輩連中にシゴかれながらスポーツするより、好きなカメラをいじってるほうが、ずっと楽しい」と言って憚はばからなかった。


「あのさ、一年のころの行事のネガとか、取ってある？」


「……あるんじゃねぇ？」


　たぶん、と彼は曖あい昧まいな返事を寄よ越こす。


「Ｈ・Ｒ合宿とか、遠足とかさ。あったら、貸してほしいんだけど」


「なにすんだ？　あ、そっか。コバ、アルバム委員だっけ」


　俺は頷いた。


「そのあたりの写真がなくて、困ってんだ。だから、提供してもらえると助かる。それと……ついでと言っちゃなんだけど、これからいろんな写真撮るのとか、手伝ってもらえないかな」


「手伝うのは構わないけどさ」


　ウーン、と低く唸うなりながら、須藤は俺から離れ、準備室に足を向ける。


「ネガがなー……お前、ここから探し出す根性ある？」


　言ってる意味がよくわからなくて、俺は首を傾げながら立ち上がり、彼のあとを追いかけて準備室を覗いた。


「……この箱のどこかに、入ってるはず」


　そう言って指差した先には、みかん箱ぐらいの大きさのダンボールが五つほど積み上げられている。


「え…？」


「整理してねーんだよ。みんな、撮るだけ撮って、現像して気に入った分はちゃんと整理しとくんだけど、それ以外のは適当に箱ん中に放り込んでるから。毎年、新入部員に片付けさせようとするんだけど、誰も言うこときかねーし」


　須藤は、苦々しげに唇をへの字に歪ゆがめた。


「ま、俺も入部したてのころ言われたけど、やんなかったんだよなー」


「……この中から探すのか…」


　俺は、今日数学の授業中に、黒板の前で立ち竦んだ時以上に途方に暮れて、ダンボール箱を凝視みつめた。


　ネガなんて、いちいち光に透かして確認しなければわからないだろうし、一見して行事がわかるような写真ならいいけれど――。


「やるなら、手伝うけど」


　見慣れた端正な面立ちが、申しわけなさそうに苦笑している。


　なんにせよ、探し出さないことには、始まりそうにない。


「……俺、しばらくここに通ってもいい？」


　しょうがなく、俺はそう口にした。


「歓迎するよ。ついでに、ネガの種類分けもやっちゃおうか。いい機会だし」


　軽い口調で、須藤が言う。


「ついで…って、それはお前らの仕事だろ！」


　堪たまり兼ねて声を上げると、彼はカラカラと陽気な笑い声をたてた。


「まーまー、ついでじゃん。な？　探すの手伝うんだから、そっちも手伝えって。ギブ・アンド・テイクって言うだろ」


　ワリが合わねーよ、と俺は唇を尖とがらせた。


「それなら、アルバム委員の仕事も手伝えよ。全面的に協力しろ」


　わかってるよと、彼は両手を俺の前に突き出す。その掌てのひらをパチンと叩たたいて、俺たちは目を見合わせて同時に噴き出した。








　翌日から、恐怖のネガ探しが始まった。


　できれば人手を増やしたかったのだが、それにはあまり須藤がいい顔をしなかったので、あきらめた。


　こんなふうに無造作に突っ込んであるくせに、親しくない他人に乱雑に扱われるのを嫌がるのだから、けっこう勝手だ。


　それでも、俺は久しぶりに持てる須藤とのゆっくりした時間を、心のどこかで喜んでいる。


　彼とは中学の三年間、同じクラスだった。なんとなく気が合って、いつのまにか誰よりも親しくなった。一時期離れていたことがあったが、同じ高校に進み、二年でまたクラスが一緒になったのをきっかけに、もとどおりの親しい関係に戻った。


　三年に上がる時のクラス変えで、進路の違いから離れてしまったけれど、こうしているとそんなことはまるで気にならない。


　あらためて言葉にするのも変だけれど、俺たちの関係は〝親友〟ってヤツなのかもしれない。俺はそう思ってるし、須藤もそう思っていてくれたらいいなあ、と思う。


「…二年前ならまだ新しいから、たぶんこの箱か、そっちの箱だと思うんだよな。鎌倉の遠足は、間違いなく大仏が写ってるだろうから、探しやすいとして……問題は、Ｈ・Ｒ合宿だよな」


　ブツブツと、彼はぼやきながらネガを取り出した。


「なんか目印になるようなもの、撮影してない？」


　５分の１ほど見ただけで、すでにウンザリしながら俺は聞いてみる。


「那須高原だろ？　山とー、木とー……あとなんかあったっけ？」


「山と木なら、ここにも写ってるよ。でも、これじゃねーよなー。なんかガタイのいい連中ばっか、写ってる」


「どれ？」


　ネガを手渡すと、須藤はそれを透かして見るなり、ウヘ～と顔を顰ひそめる。


「これさァ、空手同好会取材したヤツ。新聞部に協力して、寒かん稽げい古こにつきあったんだけどさー。俺まで走らされて、ヘトヘトだったよ」


「あ、そういやそんなこと言ってたっけ。あの時、山道で転んで足挫くじいたんだったよな。お前、二度と新聞部には協力しないって、帰ってきてからすげー剣けん幕まくで」


「そーそー、そんでさ…」


　ゲラゲラ笑いながら、俺たちはついそのころの話に花を咲かせる。――これじゃあ、作業が進むはずがない。


　なるべく脱線しないようにと自重しつつ、ネガを取り出しては、年度別・月別に分けて、わかるものは行事名などを書き込んでいく。単純作業だが、根気と集中力のいる仕事だった。


　結局、三日が過ぎても、ダンボール箱の半分も見終わらず、思うように目当てのネガは見つからなかった。


「……頭で考えてた以上に、手間かかるなぁ…」


　埃ほこりのせいで指先はガサガサになり、おまけに成果が上がらなくて、帰り道、俺はため息をつきながらぼやいた。


「そりゃあ。俺らの二年間の記録だし。みんな面めん倒どう臭くさがってやらねーことだけあって、そう簡単には終わらないって」


「気楽に言うなよ。写真がないことには、レイアウトも決められないんだから、作業スケジュールどんどんズレ込んでんだぜ」


「そんなこと言ったって……ネガ見ちゃ、いちいち話振るの、コバのほうじゃん」


　俺のせいかよ、と俺は唇を尖らせた。


「デッドライン、いつ？　Ｈ・Ｒ合宿や一年の時の遠足のページなんか、たかだか二、三枚だろ？　だったら、それ後回しにして、先にできることねーの？」


　機嫌を取るように、須藤は優しげな声で問いかけてくる。


　もともとは俺の仕事につきあわせているわけだから、彼に気を遣わせてどうすんだよ、とますますバツが悪くなって、返事に詰まった。


「修学旅行とか、体育祭とか文化祭なら、写真揃そろってるんだろ？　お前がそれ先にやってる間に、俺、探しといてやろうか？」


　人の好よい言葉にも、さすがに素直に頷うなずけない。


　だって、これは俺の仕事だし、それに――実は、昨日の集会でそれぞれの作業を分担されてしまったのだ。


「俺、一年の行事の担当なんだよ」


　――あ、ちょっと声が恨めしげになったかも。


　須藤は目を見開いて、「あれ、そうだったんだ？」なんてスッとぼけた声を上げる。


「お前と写真探してるからって、有無を言わせずに担当にされちまったの。あとは……そうだなー、これから撮る授業風景とかの、学校生活のページっていうの？　それだけ」


「イラスト担当じゃなかったんだ？」


「イラストのほうは、全面的にやらされんだよ。まったく、俺ばっか。要領いい奴やつは、自分のクラスのページしか担当してなかったりすんだぜ」


　ブーッと頰ほおを膨らませた俺を見て、須藤はブハッと噴き出した。


「コバって、いつもそうだよな」


「いつも、なんだよ？」


「なまじ器用だから、いろいろやらされんの。〝器用貧乏、隣の阿あ呆ほに使われる〟ってヤツの典型」


　笑いながら言われるのに、痛いところを突かれた気がした。


　そういや昔っから、俺って、おだてられては貧乏クジを引いてきた気がする。


「ま、そこがコバのいいとこだよ。できない奴には、誰もやれなんて言わないんだから。できるだけの実力があるわけだし、それってスゲーことじゃん？」


　なんだかまたおだてられている気がしたが、須藤の言葉は、どこか暖かくてくすぐったくて。


「去年だって、美術クラスでもないのに、修学旅行のしおりの表紙も、文化祭のパンフレットも、全部コバが描いてたろ？　あれさー、ホントはやりたかった奴、いるはずだぜ」


　そうかな、と俺は小さく呟つぶやいた。


「そうだよ。だから、そんなに膨れんなって。明日は、気分転換にネガ探し一休みして、学校のあちこち写真撮ってみない？　見慣れた光景でも、写真にしてみるとけっこう新鮮だぜ？」


　明るく持ちかけられて、思わず頷く。


　須藤は、こうして俺を乗せるのがすごくうまいのだ。昔からそうだった。


　気がつくと、彼のペースに乗せられている。


　困ったことに、俺はそれが嫌じゃなかった。彼が提案するほとんどの事柄は、奇妙なくらい居心地がよくて、楽しくて――……。


「コバ？」


　なんとなく足を止めた俺に、彼は不審げな表情を浮かべて振り向いた。


「どうした？」


「……え…」


　なんでもない、と慌てて首を横に振って、チラリと顔を覗のぞかせていた過去に蓋ふたをした。


　思い出したくないことがある。


　そのことを考えたら、須藤とこんなふうに笑って話したり、一緒にいることが全部偽物エセっぽく思えてしまうから。


　忘れていたほうがいい。


「……喉のど渇いたなー。コンビニ寄って、なんか飲み物買おうぜ」


「んじゃ、コバの奢おごりな」


「なんで、そうなるんだよ！」


　わざとらしく話題をはぐらかせた俺に、すかさず須藤は乗ってきて、俺たちは笑ってじゃれあいながらコンビニまでの道を駆ける。


　たぶん、須藤は今俺がなにを考えていたかわかっていて、それには触れない。


　俺も、須藤が気づいたとは考えない。


　俺たちは、それでうまく均衡を保っている。


　そうでなきゃ、こんなふうに一緒にはいられない。


　微妙なバランスが、俺たちを支えている。いつのまにか敷かれてしまったボーダーラインを越えないようにと、お互いにそれとなく気を遣って。


　でも――友情なんて、そんなもんだよね。相手がなにを嫌がるかなんて、もうわかってるんだから、できるだけそれには触れたくないじゃない。


　そう。俺は――須藤の親友でいたいから。


　この位置を、バランスを崩したくない。そのために、蓋をしなきゃいけないことがあったって、それは悪いことじゃないと思うのだ。







□■□







　真剣な目つきでファインダーを覗いている、端正な横顔を、俺は並んでフェンスに凭もたれながら、ぼんやりと凝視みつめていた。


　女子たちが「格好イイ」と騒ぐ容よう貌ぼう。「可愛かわいい」と言われてしまう俺とは、大違いだ。


　レンズを通して、彼が見ているものはなんだろう。


　眼前では、テニス部の女子たちが、ラケットを振りながら走り回っている。白いスコートからは、健康そのものの足が剝むき出しになっていて、ちょっと目のやり場に困るけど、須藤が見ているのは、そんな風景じゃないように思える。


　誰もいない教室や、向かい側の校舎の窓――俺にはわからないなにかに向かって、彼は目を細めてシャッターを切る。


　彼の選ぶ被写体が、俺には理解できないことが、ちょっと悔しい。


　同じように、同じ方向を見ているつもりでいるのが俺だけのように思えて、やるせないのだ。


　ふいに、カメラがこちらに向けられた、と思ったら、カシッとシャッターの降りる音が続いて、いきなり現実に引き戻された。


「な…んだよ！　びっくりするだろ！」


　内心かなり焦り捲まくって、俺はつい声を荒らげた。


　だって、今の俺って、かなり間抜けな顔して、須藤の横顔に見み惚とれていた気がする。


「シャッターチャンス。……いい表情してたからさ、コバ。女子たちが騒ぐのわかるよなー、憂い顔の美少年ってとこ」


　笑いながら告げられるのに、カッと頰に血が上った。


「バカ、フザケんなよ。俺、今すげーボケてたろ？　それ、ドアップで撮るなんてひでーよ。撮るなら撮るって、言ってくれたら…」


「言ったら、不自然な作り笑顔するだろ。今の顔が、よかったんだって」


　思いの外、真剣に告げられるのに、喉元までせりあがっていた文句が、勢いを失ってしまった。


　もっと冗談っぽく躱かわしてくれたら、俺だって笑って受け流せるのに、なんだか調子が狂ってしまう。


「今の、ラスト一枚だったんだ。早いとこ現像したいのに、撮る被写体ないから、身近で調達しただけ」


　困って俯うつむいた俺の頭を、クシャッと掌でかき混ぜて、須藤はしれっと言って退のけた。


「…失礼だなー、お前」


　憤慨して、俺は彼の手を振り払った。


　一瞬重くなりかけた空気が、またもとどおり軽くなってる。


　そのことに安心しながら、俺はフザケて、須藤を蹴けり上げる真似なんかして。


「あッぶねーだろ。カメラ落としたらどーすんだよ。――…そんなわけで、これから現像するけど、見学する？」


「する、する！」


　二つ返事で承知した。


　以前にも、何度か暗室に一緒に籠こもったことがあったけれど、現像作業につきあうのが、俺は大好きだった。


　この機械化の世の中に、彼は極めて原始的な手作業で写真を現像する。


　いくら設備が整っていても、さすがに写真屋にあるような機械を買うほどの資金はないのだろう。だけど、一枚ずつ現像液に浸した印画紙に、ボワッと絵が浮かび上がってくる瞬間が、たまらなく新鮮で、感動的なのだ。


　初めての時は、写真を焼きつけるたびに「おおーッ」と声を上げてしまい、「うるさい」と暗室から放り出されたほどだった。


「なあ、今日なに撮ったの？」


　駆けるように、昇降口へと向かいながら、俺は軽く彼を見上げて口にする。


　中学時代はタメだったタッパも、いつのまにか、十センチ近く差がついてしまった。気がつけば、目線が上になっている須藤を、俺は時折羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見上げてしまう。


　十センチ高い視界は、どんなふうに見えるんだろう――。


「…なに撮ったって……コバ、ずーっとそばにいて、わかんなかったのか？」


　意外そうに聞かれて、聞かなきゃよかったと後悔したが、もう遅い。


　彼の言葉には、「全然俺のこと理解してないんだよな」という落胆にも似た思いが、込められている気がする。


「だって……わかんねーよ。お前、カメラ覗いてる時って、いつもと雰囲気違うだろ」


「そうかな？」


　そうだよ、と言い返して、下駄箱の前で靴を上履きに履き替える。


　須藤は、反対側の下駄箱に姿を消した。五組の俺と、四組の彼とは、ちょうど下駄箱が背中合わせになっている。


「コバが言ってたような風景、撮ってたつもりなんだけどなァ」


　ぼやくような声だけが、聞こえてきた。


「俺が言ってたようなのって？」


「学校生活の、なにげないショットが欲しいっつったろ？」


　俺は、素早く須藤のいる下駄箱の側に回って、まだモタモタと靴をしまいかけている彼を覗き込んだ。


「早く、現像しよ」


　写真になんないとわかんねーよ、とつけ加えた俺に、須藤は「そうだな」とあっさり同意した。


　先に暗室に籠っていた二年の部員を急せかして追い出し、俺たちは彼が使っていた現像の道具を、ちゃっかりそのまま拝借した。


　俺たち、といっても、作業をするのは須藤だけだ。


　俺は、少し離れた場所の椅い子すに座って、黙々と働いている彼の姿をぼんやり見ている。


　須藤もそんなことは百も承知で、「手伝え」とも言わない。一人楽しげに、フィルムを眺めたり、器具を弄いじったりしている。


　きっと、写真がすごく好きなんだろうな、と思う。


「なあ、須藤」


　なんとなく、呼びかけた。


　彼は「んー？」と生返事をよこす。


「お前さ、理数系進むって言ってたけど、カメラマンとか、写真関係に進んだほうがいいんじゃねーの？」


　即座に答えは返ってこなかった。


「この間、月間カメラファンにも、入選してたじゃん。須藤の写真」


「……それはさ…」


　珍しく、彼は口籠る。


　普通なら、カメラ専門の月刊誌に投稿して入選すれば、鼻高々で自慢したってよさそうなものなのに、彼は奇妙なほど、それを恥ずかしがって口にしないのだ。


　入選した彼の写真も、どうやら顧問が勝手に応募してしまったものらしい。


「趣味と進路はべつって感じかなぁ」


　ボソボソと小さな声で、振り向きもせずに須藤は言った。


「写真で飯食うの、難しそうだし。そうまでして、写真家になりてーわけでもないし。どっちかっつーと、俺、カメラ造るほうの仕事してーんだよなー」


「え、そうなの？」


　意外な発言に、驚いた。


　今まで聞いてみたこともなかったけど、須藤がそんなふうに考えていたなんて、思ってもみなかった。


「コバだって、そうだろ？」


「なにが？」


「イラスト描いて、飯食おうとは思ってねーだろ？」


　そりゃそうだけどさ、と今度は俺が口籠る。


　美大に行きたいな、と思ったこともあったけれど、高校に入った時、俺はなぜか美術ではなく音楽クラスを選択していたのだ。三年に上がる際に、選択し直すことも考えたが、美大を出たっていいとこ美術の先生止まりだよな、といきなり先が見えた気がして、自然と進路からは外れていってしまった。


　かといって、今、ほかになにかやりたいことがあるわけじゃない。


　現在の進路は、〝とりあえず〟〝なんとなく〟決めたものだ。〝これ〟と言いきってしまえるほど、自分にできることがあるとは思えない。


　それにひきかえ、須藤には写真があるからいいなぁと思っていたのに。


「一緒なのかなぁ…」


　俺は小さく独り言ごちた。


「コバ」


　ふいに、須藤が俺を呼ぶ。


「見ないのか？　もう色が出てきてるぞ」


「あ、ホント？」


　慌てて隅っこの椅子から立ち上がり、現像液に浸された印画紙を凝視める。


　ぼやんとセピア色の風景が浮かび上がり、見る見るうちに、輪郭や色がハッキリとしてきた。


「…いい感じ」


「だろ？」


　須藤は、自信ありげにニッカリ笑った。


　それは、校舎や校庭のさりげないスナップだけれど、俺が頭の中で勝手に想像していた絵に、ものすごく近かった。


　こんな写真があったら、横にこういうイラストをつけるのに――と、漠然とイメージしていたものに、ピッタリ嵌はまる。


　須藤にハッキリと〝こういう風景〟と説明したつもりはなかったので、内心ちょっと驚いて、俺は食い入るように生まれたての写真を眺めていた。


「…すごいね」


「人の顔がちゃんと写ってないほうがいいんだろ？」


　須藤の写真は、窓にピントが合っていて、教室内にいる人影や外にいる人間の姿が、ボンヤリと輪郭だけ写っているものだった。


　いつかどこかで見た光景、というのか。まだ卒業してしまったわけでもないのに、妙に懐かしさを感じさせる風景だ。


「そっちは？」


「これは、失敗」


　キッパリ言い切って、彼は唇からチラッと舌先を覗かせる。


「なんで？　見せてよ」


「駄目だって。外壁と窓しか写ってなかったんだよ。ただの建造物写真みたいになっちまった」


　さっさと印画紙を引き上げて、処分しようとするのを、俺おれはしつこくせがんで見せてもらった。屋上から、コの字型になった校舎の窓を、見下ろしているような風景だった。


「……誰か写ってるよ？」


　小さくてよくわからないけれど、カーテンの後ろに人影が見える。


「噓うそ」


　どれ、と須藤が俺の手元を覗き込む。


「カーテンの影じゃないか？」


「えー？　人間だね、絶対」


「賭かけるか？」


　いつもの言葉遊びの調子で、俺は「いいよ。ジュース一本奢おごる」と宣言した。


「じゃ、拡大してみよう」


　須藤も俺の言葉に乗って、その影が、カーテンか人かを賭けることになった。外れたほうが、帰りに缶ジュースを奢るという約束で。


　真剣にトリミングし始めた彼の顔が、一瞬「シマッタ」というように歪ゆがむ。


「やっぱ、人だろ？」


　俺は嬉き々きとして身を乗り出した。


「……そうみたい」


　渋々、須藤は認めた。


「やりィ。なに飲もうかなー」


「……これ…」


　はしゃぐ俺と引き換えに、彼はまだ往生際悪く写真から目を放さない。


「なんだよ。認めろよ。人だろ？」


「ん…――いや、人なのは認めてっけどさ。……やべ…、ラブシーンじゃん」


「マジ？」


　さっきとは違う意味で、俺は興味津々にその写真を凝視める。


「ホントだ。誰だろ。…ここ、どの教室？　上から見えるこの方角っていうと……視聴覚室？　いつのまにこんなの撮ってたんだ？　な、これ、もっと大きくできねェ？」


「できるけどさ…」


「んじゃ、してよ。俺、誰なのか知りたい！」


　デバガメ趣味かな、と思わないこともなかったが、だって――興味あるじゃん？


　誰もいない教室のカーテンの陰で、誰かが誰かと抱き合っている。


　なんか、ちょっとドキドキするシチュエーションだ。


　俺はワクワクしながら、須藤の手元を覗のぞき込んだ。


　拡大したぶんだけ、粒子はちょっと粗くなり、かえって判別しにくくなった気がしたが――。


「…あ！」


　俺と須藤は、ほとんど同時に声を上げた。


「水みず谷たにじゃん!?」


　そこに写っていたのは、俺と同じクラスの水谷雅まさ人とだったのだ。須藤も、名前と顔くらいは知っているのだろう。目を丸くして、頷うなずいている。


「間違いねーよ。これ、水谷だよ！　う…ッそだろー。あいつ、超真ま面じ目めそーな顔してて、やることやってんだ！」


　なぜか興奮して、声が上擦った。


「相手は？」


　黄色いジャージ姿なのは、わかる。わかるけど――……この後ろ姿って…。


　瞬間、俺の頭を過よぎった考えと同じことを、どうやら須藤も感じていたらしい。


　彼はなにも言わずに、クシャリと写真を握り潰つぶした。そのまま無造作に丸めて、ゴミ箱の中に投げ込んでしまう。


「…校内で、辺り構わずにシャッター切ってると、時々今みたいにヤバイもんが写っちゃうんだよな」


　ハハハなんて乾いた笑い声を立てて、須藤はなんでもなかったように話を切り上げてしまった。


　俺も、なにも言えずに唇を引き結んだ。


　あとから考えれば、気の利いた台詞せりふの一つぐらい言うべきだったのに、その時は、頭の中が真っ白になってしまって、うまい言葉が見つからなかった。


　水谷が抱きしめていた相手は、黄色い体操服の上着を着ていた。


　ウチの学校の生徒は、三年が緑、二年が黄色、一年が赤、というように、体操服の色が学年ごとに違う。俺たちが卒業したあとは、新一年生が緑色になるのだ。


　そして体操服の下は、短パンだった。女子の穿はくブルマーではなく、男子用の紺色の短パンだ。


　つまり――彼の相手は、二年生の男子ということになる。


　水谷は、ごく普通の真面目な生徒だ。とりたてて目立つわけでもなく、かといって、存在感が薄いわけでもない。


　俺は、あまり話をしたことがなく、親しくもなかったが、彼に対して悪い感情は持っていなかった。


　それだけに、なんだかショックだった。


　水谷に、同性愛の傾向があるからというのではない。


　そのことが引き金になって、思い出したくなかったことの蓋ふたが外れた。


　普段忘れたふりをして、触れないようにしていたのに、そんな努力は全部無駄だと言わんばかりに――ほら、もう俺たちは気まずくなっている。


　この、一瞬で濁ってしまった空気を、どう浄化すればいいのかわからない。


　いつもなら、冗談で茶化してしまうはずの須藤も、口を噤つぐんだままこっちを見ようともしない。


　どうしよう、と俺は俯うつむいたまま、顔が上げられなくなった。


　暗い部屋の中には、須藤の作業する僅わずかな音が響くばかりで。


　息を潜めて、俺はただ、時間が過ぎるのを待った。作業が終わらなければ、暗室を開けるわけにはいかない。


　その間、俺たちは密室の中で二人きりだ――。


　心臓が飛び出しそうに、騒ぎ出す。


　こんなふうに、ドキドキして取り乱しそうになっているのは、俺だけだろうか？　意識しているのは、俺だけ？　須藤はもうなにも感じていないのか？　なにも思い出さないのか？


　……そんなはずはない。


　そうでなきゃ、彼だって、こんな不自然な沈黙を続けたりしないだろう。


「コバ」


　いきなり名前を呼ばれた途端、すぐそばにあったトレイに指をひっかけてしまった。トレイは、ガシャーンと大きな音を立てて床に落ちる。


「ご、こめ…」


　慌てて、床にしゃがみ込んだ。


「大丈夫か？」


　同じように、須藤も身を屈めて。


　間近で視線が絡まった。


　俺は、怯おびえてすぐに顔を背けてしまった。


　俺たちの間で、空気がピィンと張り詰める。


「……必要な写真って、現像したのを渡せばいいのかな。それとも、ネガがいる？」


「え…？」


　静かな問いかけに、必要以上に意識していた自分に気づく。ぎこちなく強張っているみっともない俺の姿は、さぞや滑こつ稽けいに見えることだろう。


「あ、うん。え…っと、あの、写真だけでいい。ネガはいらないって、業者がレイアウト用紙に貼はっとけばいいって…」


　しどろもどろに答えた。


　聞かれたことにちゃんと答えられているのかどうか、よくわからないぐらい混乱してる。


「じゃあ、乾いてから渡すよ。今日の作業は終了。帰ろうぜ」


　素っ気なく、須藤が告げる。


　うん、と俺は頷いた。


　彼の顔が見れなかった。


　馬鹿だ、俺。なんで、こんな態度取っちゃうんだろう。


　ついさっきまでは、うまくやっていた。ちゃんと話してたし、笑えてた。冗談も言ってた。


　それなのに――なんで、こんなに簡単に崩れてしまうのか。


　水谷の姿が、あのころの俺たちにダブッた。


　それだけのことだ。


　忘れていたはずなのに、なにも忘れてない。俺は、忘れてなんかいない。


　抱かれていたのは、俺。抱いていたのは――……。








　中学三年の秋だった。


　来る日も来る日も、模擬試験と受験勉強の連続だった。学校と塾と図書館とを往復し、張り出される試験結果に一喜一憂して、内申や合格率を気にする毎日。


　だけど、須藤といる時はなぜか安らげた。


　馬鹿な冗談を言ってフザケあったり、お互いの愚痴をぶつけあったりもした。


　誰もが競争相手ライバルにしか感じられないような日常で、須藤の存在だけが、俺を落ち着かせ、穏やかな気持ちにさせてくれたのだ。


　理由はわからない。


　でも、彼と一緒だと、それが図書館での勉強会でも楽しかった。


　俺たちは同じ都立高校を受験するつもりだったので、お互いの家を行き来し、よく一緒に勉強した。


　ある時――須藤の部屋で問題集をやっていて、一休みしようということになり、とりとめのないお喋しやべりをしながら、スナック菓子を食べていた時だったと思う。


　どうして急にそんな話になったのかは忘れてしまったけれど、クラスの誰かと誰かがつきあってる、とかいう話題になった。


　俺はそのころ、俗に言う〝オクテ〟で、女子とは個人的なつきあいをしたことがなく、もちろん性的な経験は皆無だった。


　だが、須藤は違った。


　彼には中二の時に、年上の彼女がいて、ちゃっかり初体験も済ませてしまっていたらしい。


　らしい、というのは、本人の口からハッキリ聞いたわけじゃないからだ。


　そのころからすでに親友という位置にいたはずが、俺は彼から、プライベート的なことをあまり聞いたことがなかった。


　彼女がいる、ということは知っていたけれど、経験済みというあたりは、クラスの口さがない連中の噂うわさ話ばなしで聞かされたのだ。


　噂の真偽を本人に確かめる勇気はなく、ただ、彼の大人びた物腰や眼まな差ざしを見るにつけ、自分とは違う匂においを嗅ぎ取って、羨うらやましいようなもどかしいような思いに駆られるばかりだった。


　それが、思いがけなく、彼に話を聞ける機会チヤンスを得た。


　俺は逸はやる気持ちを抑えて、さりげなく質問した。


「お前は、年上の彼女とはどうなったんだ？」


「別れた」


　須藤は、あっさり言った。


　なんで、と驚く俺に、彼は「受験で、そんな暇ねーじゃん」となんでもないことのように答えた。


「……キスとか、してた？」


　おずおずと、俺は聞いてみた。


　たとえ受験生でも下半身は別物で、自慰をしすぎると頭が悪くなると言われても、机に向かいながらつい手が伸びてしまうことはしょっちゅうだった。


　オクテな俺でも、性への興味は人並みに持っていた。


「そりゃあ、してたさ」


　軽く答える須藤が、俺には自分よりもずっと大人に見えた。


「コバは？　経験ねーの？」


　そう聞かれて、素直に頷いた。見栄を張りたかったが、俺が未経験なのは一目瞭りよう然ぜんで、今さら取り繕う必要はなかった。


「興味ある？」


　須藤は、僅かに首を傾げて俺を覗のぞき込んだ。


「興味があるなら、キスしてみる？」


　どうしてその時、笑い飛ばせなかったんだろう、と俺はあとになってから何度か後悔した。


　彼は冗談のつもりで言ったのに違いなかったし、それを冗談としてさらりと聞き流せなかったのは、俺があまりにも子供だったからだろう。


　黙って目を閉じた俺に、須藤はなにも言わずに口くち接づけてきた。


　彼の唇から、僅かにポテトチップスの匂いがしていたのを覚えてる。


　触れるだけのキスだった。


　それでも、俺は顔から火を噴いてしまいそうなほど気恥ずかしくて、しばらくまともに須藤を見ることができなかった。


　その次に、二人きりになった時、須藤はほんのちょっとの隙すきをついて、俺に悪戯いたずらのようなキスを仕掛けてきた。


　それから始まったのだと思う。


　俺たちは、いつもおふざけのように、会うと必ずキスするようになった。


　触れるだけのキスが、回を重ねるごとに、深いものに変わった。


　その行為には、好きとか嫌いとかの感情はなかった。ただの好奇心だった。後ろめたさすら感じなかった。


　会うたびに、深い口接けを交わし、行為は少しずつエスカレートしていった。


　俺たちは、お互いの胸や胴にキスマークをつけあったり、右手の代わりをするようになった。


　自分ではなく、誰かの手によってもたらされる快感は刺激的で、いつも興奮して心臓は飛び出しそうにバクバクした。


　友人に借りたアダルトビデオを見ながら、セックスの真似ごとをしたこともあった。


　そこまできても、俺はまだ抵抗感を持っていなかったし、まるでスポーツで汗を流すようなつもりで、須藤との行為を楽しんでいた。


　実際、受験勉強で日々積もっていくストレスの、いい捌はけ口ぐちだったのだと思う。


　けれど、それは唐突に終わりを告げた。


　勉強の合間に、いつものように口接け、身体からだを重ねて、お互いのものを高めあう行為が、その日はそれだけでは終わらなかった。


　ベッドにゴロリと寝転がった俺に、彼はものも言わずに伸しかかってきたのだ。


　最初は、なにをされているのかがわからなかった。


　いつもの行為の延長かな、とも思ったし、雰囲気に流されて、抵抗するタイミングを逃した。


　けれど、それも足を開かされて、体内に彼の熱い脈を捩ねじ込まれるに至って、ようやく俺は仰天して暴れ始めた。


　どんなに暴れても、彼を撥はね退のけることはできなかった。


　苦しくて、痛くて、熱くて――それ以上に、俺が泣こうが懇願しようがおかまいなしに、黙々と行為を遂げた須藤の態度が許せなかった。


　ショックだった。


　俺は、女の代わりをさせられたのだ。そう気づいた途と端たん、それまで遊びのようにお互いの身体を弄まさぐりあった日々が、急速に色いろ褪あせていくのがわかった。


　それきり、俺は彼の家に行かなくなった。


　彼と一緒に勉強することもなくなり、どんどん疎遠になった。中学を卒業するころには、口をきくどころか、顔すら見なくなっていた。


　須藤とは、たぶんそれで終わってしまうはずだった。


　ところが――運命ってヤツは、ホントに意地悪だと思う。


　俺たちは同じ都立高校を受験していたが、実は、須藤の第一志望はそこではなかった。彼は、両親の勧めもあって、都内の私立高校に進学することを希望していた。


　俺は都立高校を単願していたから、彼とは高校が別々になると、安心していたのに――俺たちは、再び高校の入学式で顔を合わせてしまった。


　須藤が、私立高校の入試に落ちたからだ。


　幸い入学時のクラスは離れていたが、また三年間一緒なのかと、俺は内心穏やかではいられなかった。


　顔をあわせずにいれば済むことだけど、須藤の存在自体が、俺の中に昏くらい影を落としている。


　あんなことさえなければ、親友でいられたのに、という後悔もあった。


　そんな俺の心の隙を突くように、ふいに彼は俺の目の前に現れた。


「あの時は、ごめん」


　と、彼は頭を下げた。


　許してほしい、と謝られて、俺になにができただろう？


　もう一度友人に戻りたいと思っているのは、須藤だけじゃない。俺のほうが、ずっと強く願っていたことかもしれなかったのに。


　あの日、彼のしたことは許せないけれど、忘れることにしよう、と俺は思った。


　キスしたことも、自慰の延長のような行為も、すべて忘れる。忘れて、友人としてやり直す。


　須藤となら、それができるような気がしていた。できると信じた。


　それが――。


　たった一枚の写真を見た偶然が、俺の前に過去を突きつける。


　ちっとも忘れてやしないじゃないかと、せせら笑うように。


　どうして、あんなことをしてしまったんだろう。


　どうして、俺は忘れられないんだろう。


　あの日、俺を抱きしめた腕の強さ。荒い息遣いや、奪うような口接け。汗ばんだ肌、どんなに撥ね退けようとしてもできなかった、身体の重み。


　なに一つ、忘れてない。


　身体を引き裂くように捩じ込まれた、彼の熱さ。


　俺の身体の一番深い部分に、それは抉えぐるように分け入って、直接強い鼓動を伝えた。


　ショックと混乱と、絶望と――砕かれた、信頼と。


　気にしているのは、俺だけだろうか。


　彼との過去の行為に、罪の意識を持っているのは、俺だけ？


　あのころは、深く考えもしなかったけれど、俺たちのしていたことは、単なる真似ごとなんかじゃない。俺たちは、セックスしてた。


　遊びだからと、割り切ってしまえばいいことなのか？


　もちろん、特別な感情はなかった。あのころも、今も。


　なんの意味も持たない行為なら、気にしてる俺のほうがおかしいのか？　拘こだわっている俺は馬鹿なんだろうか。


　俺たち――ホントに友達に戻れてる？　このままずっと、親友でいられるんだろうか？


　わからなくなってきた……。







□■□







「小早川くん、Ｈ・Ｒ合宿の写真のほうはどうなってんの？」


　クラスページのレイアウトを組みながら、ちょこちょこ細かいイラストの仕事を片付けていると、原田が思い出したように声を上げた。


「うん…」


　曖あい昧まいに俺は返事を濁す。


「見つかりそう？　見つかんないなら、私、自分の写ってる写真、ホントは出したくなかったんだけど提供してもいいよ？」


「本当？」


　いいの？　と俺は身を乗り出した。


「なんかさァ、学年全員のアルバムに、あんまり自分が出ばってんのって嫌じゃん？　記念に残るから嬉うれしいけどォ」


　彼女はクラスで撮った写真をトリミングしながら、言いわけがましくそう呟つぶやく。


「すっげ、助かる」


「でも、ネガ探してんでしょ？　見つからない最悪の場合だよ、私が言ってんのは」


　うん、と俺は頷うなずいた。


　実を言うと、先週、水谷の写真を見て以来、俺は写真部に行くのをやめてしまった。


　意識する自分がおかしいんだと、理屈じゃわかっているのに、物理準備室に足が向かない。仕事なんだからと、何度か教室の前までは行ってみたのだが、どうしても扉が開けられなくて、胃まで痛くなってきた。


　結局、さんざん逡しゆん巡じゆんした後に、そんなに嫌なら行かなきゃいいんだ、と開き直ってしまった。


　須藤とはクラスも違うし、選択科目で会うこともない。


　中三のころのように、同じクラスにいながら、顔も見ないで無視し続けることに比べれば、精神的にはずいぶん負担が軽い。……って、あのころと、やってること変わってないのかな。俺、ちっとも成長してないってことだろうか？


「ねえ、小早川くんが写真のこと頼んだの、四組の須藤和哉くんだよね？」


「…そうだよ」


　いきなり原田の口から須藤の名前が出るのに、ちょっとドキッとした。


「……須藤くんってさー、今つきあってる彼女、いんのかな？」


　さあ、と俺は首を傾げる。


「二年の二学期までは、中なか山やま美み里さととつきあってたでしょ」


「そうだっけ…」


　そういやそんなこともあったな、と思いながら俺は頷いた。


「中山サンがすっごい嫉妬ヤキモチやいて、それでダメになっちゃったって噂うわさだったけど」


「…へえ」


　――知らなかった。


　須藤は相変わらず、女関係のことはあまり俺に話そうとはしない。聞いても、さりげなく躱かわされるから、俺も自然と聞かないようになったのだ。


　つきあってたことや、別れたことは知ってるけど、事情までは俺の与あずかり知らぬことだった。


「須藤くんって、誰にでも優しいじゃん。格好イイし、顔もイイから、狙ねらってる子多いんだよね」


「原田も？」


「まっさかー！」


　彼女はプッと噴き出して、ケラケラと陽気な笑い声を立てる。


「でも、私の友達に、かなり本気なのがいるの。だから、小早川くんに、今どうなってんのか聞いといてって頼まれちゃった」


「悪いけど、あんま、わかんねー」


　抑揚なく、俺は答える。


「中山サンと別れてから、けっこうとっかえひっかえだったじゃん？　つきあい始めて、三日ともたなかった子もいたみたいだし、ちょっと用心しちゃうんだよねー。その子は、須藤くんになら遊ばれてもいいかなーって言うんだけど、ホントに遊ばれたら、本気なぶん辛いじゃん？」


　ヒソヒソと声を潜めて、彼女は話し続ける。


　正直言って、俺はかなり面食らっていた。


　須藤は、確かに優しいし、容貌みてくれもいいからモテるのはわかる。でも――その〝とっかえひっかえ〟ってナニ？


　そんなこと、知らなかった。


　やっぱり、親友面してそばにいたけど、俺ってなにもわかってなかったってことかなぁ。


「ごめん。俺、ホントそのへんのことわかんねーんだ」


　くりかえし言うと、彼女は渋々あきらめたように口を噤つぐんだ。それでこの話は終わったかと思ったら、甘かった。


「じゃあ、聞いといてよ」


「ええ!?」


　あっさり告げられて、思わず声を上げる。


「な、なんで!?」


「友達なんでしょ、須藤くんと。ねーねー、それで、小早川くんは今つきあってる彼女いんの？」


　うう、と呻うめいて、俺は頭を抱える。


　なんかもう、女ってタイヘン。話題はポンポン飛ぶし、ついてくの、すげーしんどいって。


「ちょっとォ、白状しなさいよー」


「スミマセンね。俺は須藤と違って、モテねーの」


「いないんだ!?」


　うるせーよ、と嘯うそぶいて、俺は原田の追及を躱そうと試みる。


　不機嫌に横を向いたせいか、彼女はしばらくなにか聞きたそうにモジモジしていたが、やがてあきらめたのかおとなしくなった。


　でも――須藤の彼女か。


　中山美里とつきあってたのは、知ってた。


　学年でも指折りの美人だったし、須藤と彼女が並ぶと、まるで雑誌から抜け出してきたみたいに際立っていたから、嫌でも視界に入ってきてた…。


「…小早川くん、ホントに須藤くんと仲いいの？」


　原田は、五分と黙っていなかった。


　話を蒸し返すような問いかけに、今度はなんだよ、と半ば呆あきれて顔を向ける。


「つきあってる子の話とか、なんでしないの？　フツーするんじゃない？」


「だって、関係ねーじゃん」


　素っ気なく一いつ蹴しゆうすると、彼女は気に入らなそうにちょっと唇を尖とがらせる。


「…冷たーい。男の友情って、そーゆーもん？　女の子なんて、彼氏できるとすぐわかるよ」


「なんで？」


　反対に、聞き返してみる。


「変わるもん」


「へえ。どんなふうに？」


「やたら外見に気ィ遣うようになるし、それに、つきあい悪くなる」


　友情より彼氏優先だもん、と続いた原田の言葉に、冷たいのはどっちだよ、と思った。


　でも――なんか、言われてみれば頷けるかも。


　俺が、今まで須藤に彼女がいようがいまいが、関係ないと割り切っていられたのは、彼が彼女とのつきあいを理由に、俺をないがしろにしたことなんかなかったからだろう。


　もしかしたら、あったのかもしれないが、それは俺の知らないところでのことだ。


　少なくとも、俺が誘って「その日はデート」とか「彼女と約束してるから駄目」だとかいう理由を、聞いたことはない。


　だから、気にならなかったのだ。


　須藤に彼女がいても、俺との関係は別物だった。


　あ――なんか、また落ち込んできた。


　それなのに、俺ってば、いつまでも過ぎたことに拘こだわって、また彼を避けてるなんて。最悪じゃん。


　日にちが経てば経つほど、どんどん写真部の敷居が高くなる。今さら、平気な顔して訪ねられるほど、俺は神経が太くない。


　なにかきっかけが欲しい。


　なにごともなかったような顔をして、須藤に話しかけられるような――そんな、口実にできそうな用事さえあれば。


「で、いつごろネガ探し終わるか、見当ぐらいつくんでしょ？　ないならないで、早目に手ェ打たないと、間に合わなくなっちゃうよ。行事関係のページ、期末前までにまとめちゃうって先生言ってたもん」


　原田に念を押されて、そうだよな、と頷いた。


　そうだ。ネガ探しをしなきゃいけないんだから、口実なんか探さなくても、俺が写真部を訪ねる理由はちゃんと存在しているのだ。


　知らん顔して、行ってみようか。最初は気まずいだろうけど、それさえ通り越してしまえばなんとかなるかもしれないし。


　よし、そうしよう、と決心するが早いか、俺はすっくと立ち上がった。


「小早川くん？」


　あまりにも勢いがよかったせいか、原田がキョトンと俺を見上げている。


「ちょっと、写真部行ってくる」


「あ、だったらさー、ちゃんと聞いてきてよ？」


「なにを？」


　聞き返すなり、彼女はブーッと頰ほおを膨らませた。


「もう忘れてる！　信じらんない。須藤くんが現在フリーかどうか。ちゃーんと確かめてきてよ。ついでに、好きなタイプとかも」


「…わかったよ」


　須藤に話しかける口実の一つぐらいにはなるかな、としょうがなく引き受けた。


　自分の中で渦巻いている気まずさを払ふつ拭しよくしたいのと、自分の取ってしまった行動を少しでも正当化したいのと。


　俺の考えてることなんて、けっこう姑こ息そくで、小心だ。


　結局、拘ってるのは俺だけかもしれないのに、一人空回りして焦ってる。


　作業室代わりにしている七組の教室を出て、俺は物理準備室へと足を向けた。


　最初は勢い込んで足速に歩いていたのに、ものの一分も経たないうちに、歩調はどんどんゆっくりになっていく。


　なんだかもう、どうしてこんなに気が重いのか、根本的な理由がわからなくなりかけてる。


　俺――結局、どうしたいんだろ……。


　なんとなく立ち止まり、ふと見上げた先に、『視聴覚室』のプレートが見えた。


　水谷が、後輩の男子と抱きあっていた教室だ。


　あれから、時折水谷の姿が視界の隅にチラつくけれど――あたりまえだ、同じクラスなんだから――あの写真はやっぱり間違いだったんじゃないかと思えるほど、彼はあっけらかんとしていて、とても秘密の恋をしているようには見えない。


　…ってことは、あれはもしかしたら、水谷によく似た誰かかもしれない。


　実際、二年以上同じ学校に通っていながら、アルバム委員になって初めて顔を合わせる連中がわんさかいたのだ。顔すら見覚えのない奴やつが、ほかにももっといるはずだ。


　だったら、その中に、水谷に似た男がいたって、俺は知らないわけで。


　それに、たとえあれが本当に水谷だったとしても、なにか理由があって抱きあってたのかもしれないのだ。


　抱きあってるように見えただけで、実は喧けん嘩かしてとっくみあってたとか――……ちょっと無理があるか。


「…よけいなことまで考えすぎて、悩んでばっかだよな」


　ため息まじりに呟つぶやいて、なにげなくドアのノブに手をかけた。


　てっきり鍵かぎがかかっているだろうと思っていた、視聴覚室のドアは、軽くノブが回るのと同時に簡単に開いてしまった。


「あれ…」


　思わず上げた声に気づいて、室内にいた人間がこちらを振り返る。


　瞬間、サーッと血の気が引いた。


　窓際の席に座って、こちらに目を向けたのは、見間違いでもなんでもなく、水谷雅人本人だったのだ。


「ご――…ごめん！」


　慌てて、頭を下げる。


「開くと思わなくて、え…っと、俺、ア、アルバム委員会で残ってて、写真部にネガ借りに行く途中だったんだけど…っ」


　気の小さい奴ほどよく喋しやべるというが、まさにそのとおりだと思う。


　俺は聞かれもしないのに、ベラベラと自分のことを捲まくし立ててしまった。


　もちろん水谷は、面食らったように目をパチクリさせて、ポカンと口を開けている。


「え、えーと……――…待ち合わせ？」


　いたたまれない気持ちが、なおさら俺の口を滑らせた。


　彼は一瞬目を丸くして、それから訝いぶかしげな表情で俺を睨にらみつけた。


　もう、墓穴を掘り捲ってる感じだ。


「ごめんっ。俺、よけいな詮せん索さくしちゃって。あの…っ」


　なにを言ってもボロが出るだけなんだから、黙ってりゃいいのに、こんな時に限って止まらなくなって。


「……入ってくれば？」


　フッと小さく息をついて、水谷が俺の背後のドアを顎あごで示した。


　まさか、「失礼しました！」と叫んで、くるりと回れ右をして脱だつ兎との如く走り去るわけにもいかない。


　須藤のことだけでもいい加減気が重いのに、これ以上気まずい関係を増やしたくない。――でも、話したらよけい気まずくなっちゃうだろうか。


「べつに待ち合わせてるわけじゃないよ。……ここから、サッカー部の活動してるとこがよく見えるから、ちょくちょく来てるだけ。パソコン使わせてもらうついでに」


　動揺し捲っている俺と違って、水谷はやけに落ち着き払ってそう言った。


　促されるままに、窓際によって外を見渡す。


　彼が示した方向には、確かにサッカー部員たちが走り回っているのが見えた。


　――サッカー、好きなのか？


　聞こうとして、ハッとした。


　サッカー部員の中に、どこかで見たような後ろ姿を見つけてしまったからだ。


　黄色の体操服に、紺の短パン……スラリと伸びた足の形を、偶然の一致で片付けてしまうには、俺は融通が利かなすぎた。


「俺……俺…っ、――水谷が、二年の男子と抱きあってるとこ、見ちゃった」


　あまりにもストレートすぎる言葉が、自然と口を突いた。


　水谷は、ゆっくり俺と視線を合わせる。


　驚いたふうではなかった。〝やっぱりね〟〝そんなことを言いに来たんじゃないかと思った〟――彼の表情から、そんな言葉が読み取れて、俺のほうがアタフタと落ち着きを失くす。


　彼は俺から視線を逸そらして、さっきのように窓の外を見た。その目は、ただ一人の姿を追いかけているようだった。


「……それで？」


　しばらくしてから、水谷はポツリと呟いた。


「え？」


　間の抜けた声が、俺の唇から洩もれた。


「それで――…先生に言う？　親に言う？」


　もっと間抜けなことに、俺は彼がなにを言っているのかがよくわからなかった。


　彼はシャッとカーテンを閉め、まっすぐに俺に向き直る。室内は、俺たちのいる一角だけ薄暗くなった。


「俺を脅しに来たんだろう？」


「え――……え…っ!?　ち、違う、俺は…っ」


　ようやく水谷の言いたいことを察して、俺は情けないほど狼狽うろたえた。


　こんな姿を見ただけでも、俺が脅迫なんて度胸のある真似ができるとは思えないだろうに、彼はなおも言葉を募らせる。


「バラされたくなかったら、どうすればいいって？…確かに、俺は自分のことはともかく、彼のことは守りたいから、小早川の言うとおりになんでもするだろうな。いいぜ。要求はなんだよ？」


「ちょ…っと、待って！」


「金なら、悪いけど、俺そんなに持ってないぜ」


「違うってばッ!?」


　ゼイハア息を切らして、彼の言葉を遮る。


　どうしよう、と混乱している頭をなんとか落ち着かせようと、俺は細く息を吐き出した。ふと、水谷の握りしめた拳こぶしが目に入る。


　なにかを堪こらえるように、固く握られたそれを見た途と端たん、彼が表面ほど内心は穏やかではないことを悟った。


　動揺しているのは、俺だけじゃない。彼のほうが狼狽えていて、あたりまえだ。


「話、聞いて。…時間、いい？」


　水谷は答えずに、フーッと大きく息をついて、椅い子すに深く座り直す。


「写真、撮ってたんだ。……アルバム用のヤツ。校舎とか、部活風景とか。そしたら、偶然、ここの窓が写ってた。外側からだったし、カーテンの陰に半分ぐらい隠れてたから、確証は持てなかった。でも、俺には――水谷と、二年生の男子が抱きあってるみたいに見えた」


　チラリと彼の顔を窺うかがったが、澄ました表情からはなにも読み取れなかった。


「……似てるだけで、違う、知らない奴なんじゃないかとも思った。それか、抱きあってるように見えるだけで、ホントはそうじゃないんだろうとか。でも…」


　どう言えばいいのかわからなくなって、口を噤つぐむ。


「…鎌かま掛けられて、簡単に俺がボロ出したってことか」


　バカみてェ、と水谷は自棄やけ気味に吐き捨てた。


「ごめん。俺が、変な言い方したから。俺――べつに、お前のこと脅そうなんて思ってないよ。誰かに言うつもりもない。写真は……処分したから」


　したはずだよな、とあの時の状況を思い出しながら、呟いた。


　確か、須藤はあの写真を、丸めてゴミ箱に捨てたはずだ。ネガは残っているだろうけれど、あんなのよっぽど注意して見なければわからないし、わざわざ人影の部分を拡大してみる馬鹿者は、俺たちぐらいのものだろう。


　俺の言葉を疑うように、水谷は眉まゆを顰ひそめて沈黙している。


　俺おれがなにを言おうとしているのか、見当がつかないのだろう。俺だって、自分でもなにが言いたいのか、よくわからない。


「……ホントだったんだ？」


　なにが、と言いたげに、彼の目がじっと俺を見る。


「つ、きあってるの、か？」


　声を詰まらせながら、俺は聞いた。


「だったら、なに？」


　挑戦的な口調で、水谷は切り返す。


　完全に気迫負けしてしまいそうな、語気の強さだ。


「水谷…って、ど、同ドー性セー愛アイ、とかいうやつ…？」


　返事はなかった。


　普通、こんなふうに聞かれて、答えられる奴やつはいないだろうから、当然のことだった。


「気…悪くしたら、ごめん。え…っと、俺さ、今……よく似たことで、困ってて……悩んでて…それで…」


　――なに言ってんだ、俺。


　心の中で自問する。


　こんなこと水谷に言ったって、しょうがないのに。


　ただでさえ俺に脅されると思って警戒している彼に、これ以上なにを話したいのか。


「…どんなこと？　誰かに、傍おか惚ぼれされてつけ回されてるのか？」


　気分を害して黙り込んでいるように見えた水谷は、思わず面食らってしまうほど、穏やかな口調で聞き返した。


「お…かぼれ、ってなに？」


　意味がわからなくて咄とつ嗟さに質問すると、彼は目を伏せて微かすかに笑う。


　その表情に、ホッとしている自分に気づいた。


「片想いってこと。小早川、可愛かわいい顔してるから、男でもグラッとくる奴いんじゃねェ？」


　――…今の発言は、ちょっとムッときたかも。


「男に言い寄られて、気持ち悪くて困ってるとか言うんなら…」


「違うよ」


　ちょっと、つっけんどんに彼の言葉を遮ってしまった。


　シマッタと思ったが、水谷は相変わらずのポーカーフェイスで、黙り込む。俺が続きを話すのを、待つつもりらしい。


「俺……昔、男とヤッちゃったことあるんだ。中…学、三年の時」


　思い切って、言ってしまった。


　不思議なことに、水谷に対する警戒心は少なかった。彼ならわかってくれるんじゃないかと、勝手に思い込んでいたのかもしれない。


　一応、マズかったかな、とおそるおそる顔を盗み見ると、彼は黙ったまま、視線で先を促していた。


　俺は――誰かに、聞いて欲しかったのかもしれない。まるで、堰せきを切ったように、言葉が溢あふれ出す。


「そいつとは、親友みたいなもんで、なんか成り行きでそーゆーことになっちゃって。ホント、はずみみたいなもんだったから、お互いになかったことにしようって言って、そのあとは普通にまた話したり、遊んだりしてる。それきりしてねーし、忘れてるつもりだった。でも…」


　そこで言葉が途切れて、俺はぎゅうっと掌てのひらで自分のシャツを握りしめる。笑っちゃうぐらい緊張してて、指先が冷たくなっていた。


「……俺、忘れてねーんだ」


「その相手のこと、好きだった？」


　静かな問いかけに、黙ってかぶりを振った。


「好きか嫌いかって言われたら、そりゃ好きだったんだと思う。でも、そんな特別な感情じゃなかった」


　素直に、俺は心につかえていたものを吐露した。


　水谷と話すのは、初めてに近いのに、なんでこんなことまで言っちゃうんだろ。今まで、誰にも言えなかったことなのに。


「向こうはもう忘れて、平気な顔してる。俺も平気なふりしたいのに、心のどっかで拘こだわってて、ぎこちなくなっちゃうんだ。一緒にいても、俺ばっかり意識して……あいつのこと、避けたり、無視シカトしたりしてる」


　最低だよな、とつけ加えて、俺は嘲笑わらいそうになって唇を歪ゆがめた。


「ファーストキスの相手が同性だって奴、けっこういるよ。みんな、馬鹿にされんの嫌だから、言わないだろうけど、無記名のアンケートとかすると、五十パーセント以上が初めてキスした相手は男なんだよな」


「……そうなのか？」


　水谷は、真ま面じ目めな表情で頷いた。


「小早川のやったことって、チューの延長だろ？　触りっこしてて、気がついたらヤッちゃってたってヤツ」


　そう、と俺は相あい槌づちを打つ。


「体育会系のクラブだと、珍しいことじゃないかもな。先輩に奉仕させられるって、嘆いてんの聞いたこともある。…それは、男子校に行った奴だったけど」


　彼はそう言って、フッと肩の力を抜いた。


「小早川は、昔やったことを後悔してるんだろ？　もしかしたら、背徳感とか持ってて、そのころの自分を嫌悪してんのかもしれない。でもさァ、お前だけじゃないぜ。まったく同じとは言わないけど、みんな似たようなことやってきてんだし、お前一人が汚れてるわけでもねーんだから、気にする必要ないんじゃねーの？」


　軽い口調で告げられるのに、ずっと胸につかえていたものが、スゥッと溶けていくように感じた。


「そう…なのかな…」


「そうだよ」


　水谷は、キッパリ言い切った。


「疑似恋愛みたいなのもあるじゃん。格好イイとかいう憧あこがれみたいな気持ちを、恋愛と勘違いするヤツ。同性相手にときめいちまって、自分はホモなんじゃないかって悩む奴もいるらしいぜ。でも、それも一時的なもんだしさ。小早川の場合はそういうんでもないし……べつに、特別じゃないじゃん」


　彼は立ち上がると、シャッと勢いよくカーテンを開ける。


　西日がいきなり目元に差し込んできて、俺は眩まぶしさに眉まゆを顰しかめた。


「そう考えると、拘ってたのがバカバカしくなるだろ？　実際、お前、特別なことしてきたわけじゃねーんだから、それこそ……もう忘れてもいんじゃねェ？　そいつと一緒にいて、どうしても嫌なら、しばらく離れてもいいだろうしさ。そのうち、笑って〝昔、お前とヤッちゃったよな〟って話せる……わけねーか。それは無理でも、自然に忘れちまうよ。ホントに誰かと恋愛したらさー」


「水谷…は？」


　つい、そんな質問が口を突いた。


　彼はちょっと困った顔をして、それから苦笑混じりに呟いた。


「俺は……ちょっと違うかな」


「あの、二年生…」


「去年の体育祭ん時に、用具係やってて知り合った」


　彼は言いながら、チラッと校庭に目を向ける。


「可愛くてさ。……強引に口説き落とした。それこそ、あいつは疑似恋愛してるみたいなもんで、でも、俺はあいつが混乱して、恋と勘違いしてるとこにつけ込んでる」


「なんだよ、それ…」


　呆ぼう然ぜんと呟いた。


「それでもいいんだ、今は。〝憧れ〟と〝独占欲〟から生まれたベクトルが向いてる方向が、〝恋愛〟じゃなくて〝勘違い〟でもさ」


「けど、それじゃお前、報われねーじゃん」


　水谷は、黙って肩を竦めた。


　どこかあきらめたような表情だけど、校庭にいる彼を凝視みつめる眼まな差ざしはひどく優しげで。


「……好きなんだなァ」


　感嘆する思いで口にした俺に、水谷は照れたように笑った。


「俺、水谷とこんな話するとは、夢にも思わなかったよ」


「それは、こっちの台詞せりふだろ」


　超ビビッたんだからな！　と、彼は言いながら、軽く俺を睨にらみつける。


「噓うそ。平然としてたじゃん。俺のほうが、ビビッてオロオロしてた」


「いきなり飛び込んできて、突然話し出すんだから、俺パニクッて、頭真っ白だったんだよ」


　言い合いながら、俺たちはどちらからともなく立ち上がり、視聴覚室をあとにする。


「マジで脅されたら、この場で犯して黙らせようかと思った」


　そうつけ加えられた台詞に、ギョッとして黙り込むと、水谷は「バーカ」と呟いて俺の後頭部をパフンと叩たたいた。


「ここは、笑うとこだぜ？」


「……だって、冗談に聞こえねーもん」


「俺にだって、好みも趣味もあるんだよ」


　失礼な、と言い返して笑いながら、俺は、さっきよりも心が軽くなっているのに気づいていた。


　水谷の慰めにも似た言葉を、鵜う呑のみにするわけじゃないけれど、それでも彼が笑わずに俺の告白を聞いてくれたことだけで、なんだか救われた気がした。


　あとから考えてみるまでもなく、大胆な言動と行動だったとしか言いようがない。でも、俺は選択を間違ってはいなかったのだと思う。


　水谷と話せてよかった。


　偶然出会えた信頼に、俺はすべてが解決したような錯覚に陥っていた。


　基本的な問題は、まだなに一つ解決してはいなかったのに。










　水谷と話した翌日の昼休み、俺は物理準備室を訪ねた。


　結局昨日は、あのまま帰宅してしまい、須藤に会うのは先延ばしになってしまったのだ。


　水谷のおかげで、気持ちはずいぶん楽になった。


　あれほど拘っていたのが噓のように、今なら普通に須藤と話せそうだった。


　この二年間忘れたふりをしながら、内心では密かに怯おびえて取り続けていた須藤との距離を、縮められそうな気さえしている。


　割り切ってしまえばゲンキンなもので、俺は放課後まで待ちきれずに、昼休みに弁当を持って須藤に会いに行くことにしたのだ。


　ところが――意気揚々と物理準備室に来てみれば、ドアには鍵かぎがかかっていて開かなかった。


「……おかしいな…」


　ちゃんと、ここに来る前に四組の教室に立ち寄って、すでに須藤が部活に行ったことは確認済みだ。


　今日彼は、午後の選択授業がなくて、四時間目終了と同時に教室を出たらしいのに。


　一、二年の授業で物理室を使用するとかで、放課後まで鍵を貸してもらえなかったのかもしれないな、と俺は考えた。


　せっかく勢いがついていたのに、水を差されたような気がしたが、やむを得ない。


　出直そう、とくるりと踵きびすを返して――。


　なにげなく目を向けた廊下の窓から、体育館に続く渡り廊下が見える。


　そこに、須藤がいた。


「……あんなとこで、なにやってんだ…？」


　大声で呼びかけたら聞こえるだろうかと、窓を開けようとして、ふと手を止める。


　須藤は、一人じゃなかった。


　彼と向き合うようにして、名前は知らないが顔に見覚えのある女生徒が立っている。


　俯うつむき加減に立ち竦み、彼女は悲壮な表情で、須藤になにか訴えているようだ。


　俺は、外しかけていた窓の鍵から、手を引っ込めた。


　こんな場面、一目瞭りよう然ぜんだ。須藤には珍しくもない、告白の風景。邪魔をするほど、野暮じゃない。


　まあいいか、と軽く息をついて、屋上で弁当を食べるつもりで、階段へと足を向ける。


「小早川くん！」


　いきなり背後から呼びかけられて、ドキッとした。


　振り返ってみると、原田だった。


　誰もいないと思っていたのに、いつからいたんだろう――なんて、どうでもいいようなことが気になって狼狽うろたえる。


「なに？」


「あ…あのね、小早川くん、写真部行ったって聞いたから。…写真、あったのかなって…」


　走って追っかけてきたのか、彼女の頰ほおは僅わずかに紅潮していた。


「それ、まだ保留。…部屋、鍵かかってたんだよ。須藤、いねーみてー」


　渡り廊下で告白されてるみたい、とはあえて言わなかった。言う必要も、ないと思った。


「また放課後に行ってみるから、ちょっと待ってて」


「お弁当、一人で食べるの？」


　俺の言ってることを聞いちゃいないような勢いで、彼女は言った。


「…そ…だけど」


「私も！　それで、屋上行こうかなって、思ってたんだけど……一緒に食べてもいい？」


　意を決したような物言いに、断るだけの理由は見つけられなかった。


「いいよ、べつに」


　いつも女子連中は、固まって飯食ってるはずなのに、なんでコイツだけ一人なんだろう、と思わないわけじゃなかった。


　もっとも――その理由は、すぐにわかったのだけれど。








「今、つきあってる子、いないって言ったよね？」


　膝ひざの上に、そんなちょっとの量でホントに足りんの？　と言いたくなるような、ちっちゃい弁当箱を載せて、彼女はいきなりそう切り出した。


　言ったけど、と俺は口くち籠ごもる。


「……私、駄目、かな？」


「え…」


　俺はポカンと口を開ける。


　耳まで赤くなっている原田の顔を十秒ぐらい凝視めて、それから弁当箱を包んでいる花柄の布に視線を落とした。


　これ――告白ってヤツ？


　それを言うために、原田はわざわざ俺を追いかけてきたのか？


　須藤だけじゃなくて、まさか俺まで告白されるなんて思わなかった。


　いや……初めてってわけでもないけど、なんか、突然すぎてびっくりするって。


　でも、そうやって考えてみると、頷うなずけないわけでもない。原田はやたらと親切だったし、気軽によく声をかけてきたりしてた。


　つきあうとか、考えてみたことはなかったけど――……悪い子じゃない。顔もそれなりに可愛いし、スタイルも悪くないし、なにより性格が気さくで明るい。ちょっとパワーありすぎて、しんどい時もあるけど。


　時間にすれば、ものの一分も経たないうちに、俺はそれだけのことを考えた。突然で戸惑っているわりには、意外に冷静に計算している自分に気づいて驚いた。


　でも、そこまで考えながらも、積極的につきあう気になれない自分がいるのも確かで。


「あのさ…」


　言いかけて、言葉が続かなくて口を噤つぐむ。ハクハクと唇を開けたり閉じたり、俺は何度かそんな動作をくりかえした。


「いいの！」


　ふいに、勢い込んで原田は声を上げた。


「ごめん！　受験前なのに、こんなこと言われたって困るよね。わかってんの。……ホントはこーゆーこと言っちゃうと、せっかく委員会で一緒にいられるのに、気まずくなっちゃったらヤバイなって、思ってたの」


　目を伏せたまま、彼女は機関銃マシンガンみたいに早口になる。


「だから、言うなら試験終わってからにするつもりだったし、普通に仲良く喋しやべったりするだけでもいいなーって……そのつもりだったんだけど…っ」


　口を挟めるだけの隙すきもなくて、俺は呆然と彼女を凝視めていた。


「……シオちゃんが、今日、玉砕覚悟で須藤くんに告白するって言うの聞いて、私も一緒に頑張ろうかなって、それで…」


「シオちゃん？」


　須藤に告白、というくだりがひっかかって、思わず聞き返す。


「佐さ竹たけ志し織おり、私の友達なの。…前に言ったよね？　須藤くんに本気な子がいるって」


　ああ、と俺は相あい槌づちを打った。


「ごめんね、小早川くんにいろいろ聞いてもらおうとしてたのに、あの子待ちきれなくなっちゃったみたいで、フラレるんならフラレるで、早くハッキリさせたいらしいの。きっと……今ごろ、須藤くんに言ってると思う」


　さっき窓から見えた光景が、脳裏を横切った。


　須藤は、いったいどうするだろう？


　見た感じでは、今はどうやら彼女はいなさそうだから、もしかしたらＯＫしてつきあうかもしれない。


「小早川くん…」


　不安げな原田の声に、俺はハッと我に返った。


　そうだっけ。今は、須藤のことよりも、自分のことを考えなければ。


「俺……今は、そーゆー余裕ねーかな…」


　ちょっと卑ひ怯きような言い方になっただろうか。


　つきあう積極的な気持ちもないくせに、「好きだ」と言われて、ちょっと勿もつ体たいない気もしていて。


「そうだよね」


　ゴメンネ、と彼女は焦ったようすでつけくわえる。


「……避けたりしないでね。私、こんなこと言っちゃったけど、気まずくなりたくないの。アルバム委員の仕事、まだ残りたくさんあるし」


　そこで、いきなり言葉が途切れた。


　泣かれるかな、と背中がヒヤッとする。


「受験終わってから、考えるんじゃ駄目かな」


　慌てて、俺はそう言ってしまった。


　こんな気を持たせるような、優柔不断な台詞せりふはかえって酷なのかもしれないのに、そう言わずにはいられなかった。


　原田はパッと顔を上げて、目を丸くして俺を見た。


　シマッタと思ったが、もう遅い。


　嬉うれしそうに頷かれて、さらに引っ込みがつかなくなった。


　俺たちはそのまま向かい合って、言葉少なに弁当を食べ、そそくさと屋上をあとにした。


　とりあえずは、彼女に対する態度を変えないようにしようと、自分に言い聞かせる。それがせめてもの、俺に示せる精一杯の誠意だろう。


　受験まではまだだいぶあるし、もしかしたらそのうちにうやむやにできるかも――なんて、姑こ息そくな考えも、チラリと顔を覗のぞかせる。


　とにかく、考えるのはあとまわしだ。


　今優先的に考えなきゃいけないこと、やらなきゃいけないことは、山ほどある。


「それじゃ、私、ちょっとよるとこあるから、ここで」


　三階の踊り場を過ぎたあたりで、原田が言った。先に階段を降りていた俺は、足を止めて彼女を見上げる。


「また、放課後ね」


　親しげな笑みを浮かべられて、この場合、笑ったほうがいいのかどうか、ちょっと迷った。


「…あ」


　ふいに、彼女の顔から笑みが消えた。


　その視線が、俺の後方に向けられてることに気づいて、俺はなんとなく振り返る。


　俺の立っている階段の一番下――二階と三階の途中の踊り場に、須藤が立っていた。


　彼の表情は、珍しくどこか尖とがっているような感じがした。


　俺は、原田と須藤のちょうど中間地点に立って、なんとなく二人を見比べる。


「じゃあね」


　均衡を破ったのは、原田だった。


　彼女は素早く踵きびすを返して、三階へと姿を消した。


　須藤はなにも言わずに、俺を見据えたまま階段を上ってくる。


「あ…のさ、さっき物理室行ったんだけど、鍵かぎかかってて…」


　言いわけがましく、口にした。


　もっと言わなきゃいけない言葉はほかにあるはずなのに、うまくまとまらない。それでも、俺から声をかけられただけでも、ちょっと進歩かも。


「ネガ見つかったけど、取りに来る？」


　通り過ぎざまに、ボソリと小さな声で、須藤が言った。


「……探しててくれたんだ？　ゴメン…！」


　知らん顔して階段を上っていく彼を、俺は慌てて追いかけた。


「これから行くのか？　今、貰もらいにいってもいい？」


「いいけど、コバ午後あるんだろ？」


「あるけど――いいや。一時間ぐらいサボッても、だいじょぶ」


　須藤の不機嫌の原因の一端は俺にあるかな、とちょっぴり良心の呵か責しやくを感じて、俺はわざとらしいぐらい明るく声を上げる。


　彼は訝いぶかしげな視線をチラッとよこしてから、やはり憮ぶ然ぜんとした顔つきで階段を上っていった。








　一週間ぶりに、物理準備室に足を踏み入れる。


　蓋ふたが開けっ放しのダンボール箱に、フィルムが山と積まれていた。


　どうやら須藤は、整理をしないで、とにかく目的のフィルムを探すことを優先してくれたらしい。


「これしか見つからなかったけど、使えるか？」


　素っ気ない口調で言って、彼は事務用の封筒を、俺の胸の前に突き出した。


　受け取って封筒の中を覗くと、フィルムの束が入っていた。とりあえず一枚を引き出し、蛍光灯に翳かざしてみる。


　真ん中あたりに、大仏が写っていた。遠足のスナップ写真だ。


　俺は近くの机の上に、ガサガサと残りの中身を広げた。


　透かして見ただけではよくわからないが、どうやら問題のＨ・Ｒ合宿らしきネガもあった。


「現像したいのあったら、チェックして」


　須藤の言い方は、やはりいつもと違ってどこか冷たかった。


　いきなり理由もなく避けられたうえ、アルバム委員でもないのに、ネガ探しを一人でやらされたのだ。怒っていても無理はなかった。


　早いとこ謝っちゃったほうがいいよな、と口を開きかけた途と端たん――。


「さっきの女、誰？」


　低く問いかけられて、「ゴメン」の一ひと言ことは喉のど元もとでつっかえて止まった。


「……え？　原田のこと？」


「いつから、つきあってんだよ」


　呑のん気きに聞き返した俺とは裏腹に、須藤はさっきよりもさらに機嫌が悪くなっていた。ギョッとして、俺は焦って胸の前で手をバタつかせる。


「違うよ！　あいつ、五組ウチの女子のアルバム委員」


　フーン、と彼は聞いたわりには興味のなさそうなようすで頷うなずく。


「アルバム委員同士で、仲良く昼飯？」


「あ――…うん、まあ、そんなとこ」


「告白でもされたのかよ」


　質問ではなく、決めつけるように須藤は言った。


　渡り廊下にいる須藤を見つけたように、彼もまた俺をどこかで見てたのか？　とも思ったが、ふと、あることに気がついて、俺は笑いながら言い返した。


「佐竹に、聞いた？」


　原田が俺に「シオちゃんも、須藤くんに今ごろ告白してる」と言ったように、佐竹のほうでも須藤に教えたのではないか、と俺は思ったのだが。


「やっぱりな。どうりで、馴なれ々なれしいと思ったんだ、あの女」


　らしくなく、彼は口汚なく呟つぶやきながら、チッと小さく舌打ちする。


「…須藤？」


〝あの女〟というのは、佐竹のことだろうか？　告白された時に馴々しくされて、不愉快だったのか？


「それで、どうすんだよ。つきあうのか？」


　まるで、詰問されてるみたいだった。


　そんな怒るみたいな聞き方しなくてもいいのに、と俺は内心ムッとする。


「……保留だよ。だって、今それどこじゃねーだろ。あっちだって受験生だしさ。事情は一緒だから、わかってくれて…」


「じゃあ、受験が終わったらつきあうんだ？」


「わ…かんねーよ、そんなこと。だから、今は考えられないから…っ」


「待たせるわけだ？　受験が終わったらちゃんと考えて、答えるって？　その気もないくせに、待たせたりしないよな。つきあってもいいかなって気が、ちょっとはあるってことだろ？　そうでなきゃ、そんなこと言わねーよな。適当にその場凌しのぎの返事して、受験が終わるころにはほとぼりが覚めてて、うやむやにごまかせるだろうなんて、考えてるわけじゃないよな」


　捲まくし立てる須藤の台詞は、やけに鋭い棘とげを含んでいる。


　それらは、俺がつつかれたら困る部分を的確に狙ねらってきているぶん、ものすごくキツくて痛かった。


「…なんで、そんな意地悪ィ言い方すんだよ」


　そっちがその気なら、と俺もつい声を荒らげる。


「べつに。コバって、いっつもそうだから。相手の気持ちがわかっていながら、わかってねーふりして弄もてあそんでさ。自分の一挙一動で、相手が喜んだり落ち込んだりしてんの見て、楽しんでんだろ？　原田…だっけ？　可哀かわい相そうにな。受験が終わったら、お前が振り向いてくれるって思い込んで、有頂天だぜ」


「俺がいつ、人の気持ち弄んで楽しんでたよ!?　そりゃ……原田にハッキリ返事しなかったのは悪かったかもしれないけど…っ。だって、しょーがないだろ！　俺だって、よくわかんねーんだから。もしかしたら、受験終わって落ち着いたら、つきあう気になってるかもしれないだろ！」


　言った途端、須藤はひどく傷ついた顔をした。


　痛みを堪こらえるように顔を顰しかめて、キュウッと唇を嚙かみしめる。


　俺には、どうして彼がそんな表情をするのかがわからなかった。


　俺――今、変なこと言った？


　まさか、須藤、原田のこと好きとか？　でも、最初須藤は、原田のことを知らない口ぶりだったのに？


「お前…は、どうしたんだよ。佐竹に告白されたんだろ？」


「断った」


　負けじと聞き返すと、彼はけんもほろろに吐き捨てた。


「見ろよ。……そうやって、俺の気持ち弄んでんだろ」


　続けられた台詞に、俺はキョトンと彼を見返す。


「須藤？」


　彼はフイと顔を背けて、深く息をついた。そうして視線を俺に戻すと、おもむろに口を開いた。


「……俺たち、ヤッたことあったよな」


　いっきに、頭から血の気が引いていくのがわかった。


　きっと顔色も変わっただろう。指先が小刻みに震えてる。


　それほど、須藤の言葉は、俺にとってショックな一言だった。


　水谷と話してみて、多少気が楽になったとはいえ、全然平気になったわけじゃない。しかも、今までは不自然なほど、須藤は過去のことには一切触れなかった。その須藤の口から告げられたこと自体、大きすぎる衝撃だった。


「何度もキスして、俺の手の中でイッたよな、お前」


「…ゃ…めろ…よッ」


　思わず、自分の耳を両手で塞ふさぐ。


「一度だけじゃなく、何度もヤッたろ」


「やめろったら！」


　目の前が真っ赤になって、それから僅わずかに暗くなる。心臓がバクバクして、息が苦しくなってきた。


「忘れるって言ったろ！　忘れて……友達に戻ろうって。そう言って、お前謝ってきたじゃないか！　なんで急にそんなこと言うんだよッ」


　震える身体からだを自分の腕で抱え込んで、俺は訴えた。


　混乱していた。


　須藤がどうして急に過去のことをほじくり返そうとしているのか、その理由がわからない。


　俺が――水谷の写真を見て、思い出して、彼を避けたから？　それで、須藤は怒っているのか？　忘れてない俺を、責めるのか？


「だって、忘れてねーだろ、コバ」


　案の定、彼はそう口にした。


　言いわけのしようもなくて、俺は黙って俯うつむいた。


「俺にレイプされたこと、忘れられなくて、許せなくて、ずっと怒ってるんだろ」


「……めろよ、レイ、プ…なんて…っ」


「そうだよな、あれはレイプじゃない。あの時、お前は抵抗しなかった。俺にされるがままに、抱かれたんだ。それなのに……翌日からは、俺の顔を見ようともしなくなった」


　恨みがましげに告げられるのに、愕がく然ぜんとして、彼を凝視みつめる。


　返す言葉が見つからなかった。


　レイプだとか、抵抗しなかったとか――抱かれたとかの単語が、頭の中をグルグル回っている。


　水谷は、誰でも経験していることだと言った。汚れてるのは、俺だけじゃない。気にすることはない、よくあることなのだと……。


　見開いた目から、涙が零こぼれそうになる。


　須藤の顔がぼやけて、揺れている。


「お前が……嫌がったから…っ――俺だって、一度はあきらめようとしたさ！　お前に無視されるのが辛つらくて、苦しくて、それでも……あきらめきれなくて！　だから、必死だった。必死で…」


　喚わめきたてている須藤を凝視めているうちに、涙がポツポツと頰ほおに落ちた。


　俺だけでなく、彼も泣きそうに顔を歪ゆがめている。


「…友達でもいいから…っ、そばにいられるだけでいいから、なにも望まないように……必要以上にお前に触れないように…ッ」


　どんなに苦しかったかわかるかよ、と須藤はなおも言葉を募らせる。


「お前を警戒させねーように、好きでもない女とつきあったり。一度は全部手に入れたはずのお前がすぐそばにいても、なに食わぬ顔して、知らん顔して、親友面してッ」


　振り上げられた拳こぶしが、狂おしげに近くの壁を叩たたく。


　ドンッという音が室内に響いて、俺はビクッと身体を強張らせた。


「それなのに、お前はそれさえ許してくれねーんだ」


「……すど…」


「どんなに我慢しても、お前は許してくれない」


　違う、と俺は口を動かした。


「俺の気持ち知ってて……知ってるくせに、知らん顔して――復ふく讐しゆうしてんのかよ」


　びっくりして、激しく首を横に振る。


　復讐…って、なんの？　誰に？　どうして？　それに…。


「知らないよ、そんな…お前の気持ち…って…」


「いい加減、気づけよ！」


　獰どう猛もうな肉食獣が、獲物に飛びかかるような勢いで、須藤は俺の両腕を捕らえた。


　俺がビクつこうがどうしようが、もうお構いなしだった。


「俺は、好きなんだよ！　お前が…っ」


　ゆっくりと瞬きして、目の前に迫った須藤の顔を見る。頰を伝った涙を、俺は手の甲でグイと拭ぬぐった。


　――今、なんて言った？


　視線で問いかけた俺に、彼は低い声でもう一度告げた。


「……ずっと、好きだったよ。誰よりも、好きだった」


「あ…」


　信じられない、と緩くかぶりを振る。


　須藤の言う〝好き〟が、友達だとか、親友だとかの域を超えているのはわかる。だけど……信じられない。


　ずっとって、いつから？　誰よりもって、どうして？


　キスしたのも、自慰の延長のような行為も、セックスの真似ごとも――全部、俺のことを好きだったからだって言うのか？


　あれは遊びではなく、好奇心でもなく……。


　俺だけがなにも知らなくて、なにも気がつかなくて――。


「諭さとし」


　いきなり名前を呼ばれて、俺はギクリと身を竦めた。


「……好きなんだ」


　ため息のような囁ささやきが、耳元をくすぐる。


「嫌…」


　俺は腕を突っ張って、彼から離れようとした。


　離すものかというように、二の腕を摑つかむ力が強くなる。


「嫌だ！」


　忘れてもいいのだと、ようやく思えていた過去の行為のもろもろが、突然生々しさを纏まとって蘇よみがえってきた。


　俺に触れた唇、舌、指先――なにひとつ忘れられやしなかったのは、須藤の想いが込められていたからか？


　追い詰められていると思ったのは、俺ではなくて須藤のほうだった？


「ち…がう…！」


　そんなことない、と俺は彼を突き飛ばした。


　俺は須藤を弄もてあそんでなんかいない。俺だって、苦しかった。俺だって、どんなに悩んでいたか。


　だけど――。


　これからは、もっと辛い。もっと苦しい。


　突き飛ばした勢いで、俺のほうがよろけた。


　絶望の眼まな差ざしが、俺を射抜く。


　かまわずに、俺は準備室を飛び出した。やっと探し出してくれたネガも持たず、授業中のシンとした廊下を、バタバタと走る。


　――好きだなんて。


　須藤が、俺のこと好きだなんて。


　原田に言われた「つきあってほしい」という言葉とは、全然違う。


　あやふやにごまかそうとする俺のずるさを、須藤は決して許してはくれないだろう。


　彼になんて応こたえればいいのか、わからない。


　血を吐くような彼の訴えを聞いてしまった今、どうしてただの友達になんか戻れるだろう。「今までどおりの親友でいよう」なんて、言えるわけがなかった。


　図書室で時間を潰つぶし、六時間目の授業を上の空でやり過ごした。


　放課後になり、アルバム委員会の活動に参加しなければならなかったが、足は七組の教室に向かなかった。


　避けないでね、と原田に頼まれたのに、誤解を招いてしまうかもしれない。


　だけど、今はもう、彼女の告白よりも、そのあとのできごとのほうがずっと心に重く伸しかかっている。なにごともなかったような顔をして、アルバム制作の作業ができそうにはなかった。


　といって、まっすぐ帰る気にもなれず、俺はトボトボと校舎内を歩き回った。


　気がつくと、視聴覚室の前にいた。


　水谷にこんな話ばかりしたら呆あきれられるかな、と思いながらも、ついドアをノックしてしまう。


「はい？」


　小さな応いらえが、水谷の声であることを確認して、俺はドアを開けた。


「悪ィ、ちょっと邪魔してイイ？」


　入ろうとして、ギョッと足を止める。


　水谷のすぐそばにいた人物の、黄色い体操服の背中が、ダイレクトに視界に飛び込んできた。


「ご、ごめ…っ」


　慌ててドアを閉めようとすると、水谷は苦笑しながらこちらに駆けてきた。


「馬鹿。いいよ、入れって」


　腕を摑まれ引き止められて、俺おれは「でも」と口くち籠ごもる。


「いいの、いいの。どうせあいつもう、部活行くから」


　な、と彼は室内を振り向いた。


「なんだよ、俺、邪魔者？」


　いくぶん高めの声が、笑いながら言う。


「誰？」


　続けて問いかけられて、おそるおそる顔を上げる。


　後ろ姿しか知らなかった、水谷の相手が、そこに立っていた。


　彼に〝可愛かわいくて、強引に口説き落とした〟と言わせるだけあって、小造りの、確かに可愛らしい顔立ちだった。


　二年にしては小柄で、腕も足もまだ細っこい。彼は大きな瞳ひとみを真ん丸に開いて、俺を見上げている。


「同じクラスの友達。ほら、早く行かないと、先輩怖いんだろ？」


　水谷の言葉に、彼はチェッと呟つぶやいて唇を尖とがらせる。


　そんな仕種の一つ一つが、なるほど妙に愛くるしい。


「じゃあね、水谷サン。またあとで」


　あきらめたように言ってから、彼は俺を見てペコリと軽く会釈し、視聴覚室を出て行った。


　背後でドアがバタンと閉まり、俺は慌てて頭を下げた。


「ゴメン！　俺のほうが邪魔者なのに」


「そう気ィ遣われると、なんかかえって恥ずかしいよな」


　ポツリと呟いた横顔は、言葉を裏切らず照れたように紅くなっている。


「…いつも、部活前にちょっとだけここで話してるんだ。で、あれが部活終わるまで、俺もここでパソコンいじって、待ってる」


　それだけだよ、と水谷は笑った。


「でも…」


　恐縮し捲まくっている俺を見て、彼は「ああ」となにやら思い当たったように、ますますバツの悪そうな表情を浮かべた。


「小早川に見られた…らしい時は、トクベツ。時々衝動的に、抱え込んでグリグリしたくなっちゃうんだよなァ。学校だから、気ィつけてるつもりだったんだけど、たまたま辛抱できなくなった時に限って、偶然目撃者がいたりするんだな。これからはもっと気をつける」


　俺はまた「ゴメン」と謝った。


　自分のタイミングの悪さが、どうにも申しわけなくて。


「あ、あいつには言わないで？　俺より、ずっと周囲の目気にするし。俺はあともうちょっとで卒業だけど、あいつはあと一年あるから。変な噂うわさとかたったら、一人で耐えさせんの可哀かわい相そうだし。俺がどうこう言われるのは、いいんだけどさ」


　優しげな口調だった。


　俺は、水谷のそんな言葉を聞きながら、ふと涙ぐんでしまった。


「小早川？」


　彼はびっくりしたように、俺を呼んだ。


「また、なんかあった？　お前、死にそうな顔してるよ」


　大おお袈げ裟さな台詞せりふに、俺は唇をへの字に曲げたまま、小さく噴き出す。泣きたいんだか、笑いたいんだかわからない、複雑な心境だ。


「座れば？　ゲームする？」


　促されて腰を下ろし、今まで彼がいじっていたらしいパソコンを覗のぞいてみる。


「テトリスとか、パズル系ならいろいろあるよ」


　言いながら、水谷は慣れた手つきでファイルを開いていった。


　彼はいつもここでパソコンをいじっているようだけれど、同好会かなんかだろうか？　一生徒が勝手に出入りして、使っててもいいなんて、俺は知らない。


「去年の春休みに、就職状況とか、進学先のデータとか整理すんの手伝った報酬として、卒業するまでの間、ここを自由に使わせてもらう権利貰もらったんだ」


　彼は、俺の口にできなかった疑問に気づいたらしく、そう言って「いいだろう」と得意そうに小鼻を膨らませる。


「さすがに、インターネットとかパソ通はさせてもらえないけどさ。ゲームソフトの持ち込みは自由」


　フーンと頷うなずいて、それきりちょっとの間、会話が途切れた。


　マウスをクリックする音だけが、カチカチと室内に響いている。


　なにをどう言おうか、少し迷ってから、俺は画面を凝視みつめたまま口を開いた。


「昨日――お前に話して、俺、だいぶ気が楽になってたんだ」


　水谷は、黙ってマウスを動かしている。


「もう気にすんのやめようって、生まれかわったみたいな気分になって、やり直せるって思ったんだよなぁ…」


　うん、と彼は頷いた。


「なのに……またわけわかんなくなってきたよ。ほら、誰にでもあることだっつったじゃん？　俺もそう思ったよ。たいした意味を持たないことだったんだから、大丈夫だって。でも……意味がないって思ってたのは俺だけで、相手にとっては意味のある行為だったんだとしたら――どう…なるんだろ？」


　画面には、綺き麗れいな色のついたブロックが、次々と落ちてくる。水谷は、それらの向きを変えながら、順序よく積み上げては消していった。


「それは……小早川はただの好奇心だったけど、相手は小早川のことが好きだったって意味？」


　俺は唇を嚙かんで項うな垂だれた。


　黙っているのを肯定と判断して、彼はウーンと低く唸うなった。


「最初に、……そーゆーことに雪崩なだれ込む前に、その相手から、それらしきことは言われなかったのか？」


「…それらしき…って？」


「言葉で、〝好きだ〟とか〝欲しい〟とか」


「全然なかった」


　即答してから、俺は曖あい昧まいに「と、思う」とつけ加える。正直なところ、よく覚えていない。


「卑ひ怯きようなのか、臆おく病びようなのか…ってとこだな」


　ブロックが落ちてくる速度が、速くなってきた。目の前で、それらはどんどん高く積み上げられていき、やがて画面一杯になってゲームが終わる。


「卑怯…」


　俺は考えながら、その単語を口にしてみた。


「身体からだを先に手に入れちゃえば、あとで心も一緒についてくるんじゃないかっていう、姑こ息そくなやり方のこと。まあ、それだって、真正直に〝好きだ〟なんて告白して、嫌がられて避けられたうえ、軽けい蔑べつされたんじゃ元も子もないっていう臆病さから来たものかもしれないけど」


　淡々と説明されるのに、俺は茫ぼう然ぜんとパソコンの画面を見据えた。


　再びゲームが始まっていたが、水谷はもうやる気がないらしく、ブロックはいい加減に積まれていくばかりで。


　あっという間に、ゲームオーバーの表示が出る。


「俺……ひどいって言われた。わかってるくせに、気持ちを弄んでたんだろうって。ホントに気がつかなかったんだ。俺、鈍感なのかな」


「八つ当たりじゃねーの？」


　あっさりと言い切って、彼はさっさとファイルを終了し、パソコンの電源を落とした。


　室内は、パソコンのブ…ンという作動音が消えて、やけにシンと静まり返る。


「それまでじっと堪こらえてたことが、なんかの拍子に……なにか引き金みたいなことがあって、歯止めを失ったっていうの？……心当たり、ある？」


　俺は、曖昧に首を振る。


　心当たりなら、ないこともない。


　水谷の写真が原因で、俺が須藤を避けたこと。それから、原田に告白されたのを、適当にごまかしたこと？


　そんなところか？


「それで、小早川はどうしたい？」


「……え？」


　ふいに聞かれて、驚いた。


「あとは、それだけだろ？　過去は過去だし――相手の気持ち知ったのは、結局今だろ？　だったら、過去を修正するわけにはいかないんだから、これからどうするかってことだよな？」


「うん…」


「自分がどうしたいか、どうなったら嬉うれしいか。それから……今、小早川自身に、なにができるかって。それだけじゃん」


　理路整然とした水谷の言葉に、困ったことに俺はすぐ頷けなかった。


　言ってることはわかる。彼の言うことが、正しいってことも。だけど――その結論を出すまでの道程は、俺にとっては途方もなく長くて険しい。


　こんなこと、他人に相談する俺って甘えてんのかな。


　そう考えたら、さっきよりももっと、水谷に対して申しわけない気持ちが湧わき起こってきた。


「……ごめん。こんなことばっか相談して。水谷ならわかってくれそうな気がして、俺…つい…」


「どっちかっていうと、俺、小早川のことより、相手のことのほうがわかるかもよ？　思うほうの立場っていうのかな、須藤のやったことって、身につまされる気が…」


　そこまで言って、彼はハッと口を噤つぐむ。


　俺も仰天して、目を見開いた。


　今――水谷、〝須藤〟って言った？


　俺、言ったっけ？　言ってないよな？


「なんで…」


「ごめん。違った？　前から須藤と仲良かったろ？　それに……小早川といる時の須藤って、目に見えないバリヤ張ってるみたいな印象が、ずっとあったんで…」


　アタリだよ、と俺は仕方なく認めた。


　水谷のプライバシーにも首を突っ込んでいるんだし、今さら隠したって始まらない。


「バリヤ…ってなに？」


「んー……こう陣地作ってさ、その中に入れんのは小早川だけで、他の奴やつには入らせないような雰囲気っていうのかなァ。俺、今までお前とはそんなに親しく話すこともなかったから、遠くから見て、勝手にそう思ってただけだよ。気に触ったらごめんな？」


　顔の前で片手を立てて、彼は苦笑しながら頭を下げた。


　いいよ、とかぶりを振って、俺はポツンと呟つぶやいた。


「……やっぱ、俺って鈍感だったのかなぁ。無意識のうちに、弄もてあそんでたのかな…」


「それは気にするなって。……須藤って、大人びて見えるけど、中身は意外に子供かもな」


　首を傾げた俺に、彼は言葉を選ぶようにゆっくりと話し続ける。


「持って行き場のない自分の気持ちと、小早川が思うようにならないのとで、癇かん癪しやく起こしてんじゃないのかな。でもさ、そのあたりのことは、小早川はあまり考えないほうがいいと思う」


「須藤の気持ちを考えるなってこと？」


「それより先に、小早川は自分の気持ち考えたほうがいいって意味。嫌なら嫌ってハッキリした態度取って、キッパリ断らないと、かえって残酷だし――下手すりゃ、つけ込まれるよ。俺がもし須藤だったら、小早川の持ってる僅わずかな好意につけ込んで、うまく騙だまし騙しモノにしちゃうね」


　サラリと言って、水谷は気き障ざったらしくウィンクしてみせる。


　そういえば、今つきあってるあの二年の男子のことも、〝恋かどうかわからずにいる隙すきにつけ込んでる〟みたいに言っていたっけ。


「うまく……もとの友達に戻れないかな」


　それこそが、俺の一番望むもののような気がする。


「それは、無理なんじゃない？」


　水谷は、素っ気ないほどアッサリ言い切った。


「どう…して？」


「だって、須藤は小早川に恋してんだぜ？　恋愛で『お友達でいましょう』ってほど、残酷な断り方はないじゃん」


「ホントに恋なのかな？」


　往生際悪く、俺は食い下がった。


　昨日、水谷は〝疑似恋愛〟というのがあると教えてもくれた。


　須藤の持つ感情は、それではないだろうか？　憧あこがれとか、羨せん望ぼうが見せる、恋に似たもの。


　――無理か、と即座に自分で否定する。


　俺は須藤よりちっちぇーし、頭がいいわけでも、顔がいいわけでもない。須藤が俺に憧れたり、羨うらやんだりするはずがない。反対ならわかるけど。


　なら――…どうして、恋したりするんだよ。


「ホントかどうかは、ここで話しててもわかんねーよな。本人に聞くのも失礼だしさ」


　静かに諭されて、俺はシュンと肩を落とす。


　もとどおりの友達に戻れないなら、俺たちはどこへ行けばいいのだろう。


　水谷の言う、〝憧れ〟と〝独占欲〟から生まれたベクトルが、〝勘違い〟か〝恋愛〟のどちらかに向かっているように、〝好奇心〟と〝友情〟から生じたベクトルは、どこに向かって伸びていくのか。


　それが〝訣けつ別べつ〟に向かっていなければいいのに、と俺は密かに胸の内で願った。


「うやむやにごまかせないことって、あるんだよな」


　独り言ごちるように水谷は呟き、それから俺を見て「頑張れ」と言った。


　その目は、同情するようでもなく、真剣で優しかった。


　須藤ともこんなふうに話せればいいのに、とちょっぴり恨みがましい気持ちが込み上げる。


　どこかで道を間違えた気がする。


　それに気づいていながら、もう戻って確かめることもできないのなら、このまま前に進むしかないのか？







□■□







　気まずい日々が始まった。


　須藤は、まだクラスが違うからいいとしても、問題は原田だ。


　告白されたその日、委員会の集まりをサボってしまったことで、彼女はやはり〝口ではうまいこと言っておきながら、私のことを避けている〟と思い込んでしまったらしい。


　実際、彼女を避ける気はなかったのだけれど、ハッキリ責められたわけでもないのに、「避けてなんかいないよ」とこちらから言いわけするのも変だし……と、ほうっておいたらよけいに雰囲気は悪くなった。


　彼女はまともに俺を見なくなり、そのくせ離れていると、訴えるような視線をビンビン送ってくる。視線を感じて振り向くと、パッと顔を背ける。そのくりかえしだ。


　一度、ちゃんと話をしたほうがいいよなあ、と滅入りそうになりながら考える。


　そう――原田だけでなく、須藤とも。


「なんか、気分悪そうだな。大丈夫か？」


　声をかけられて、突っ伏していた机から顔を上げると、水谷が立っていた。


「平気。…ちょっと寝不足」


　へへ、と作り笑いを浮かべて、俺は答える。


　あれ以来、水谷とは教室でもよく話すようになった。


　お互いに、弱点ウイークポイントを握り合ったおかげで、理解しあえたとでもいうところか。


　もっとも、彼は俺と違ってものすごく強いし、揺るぎない自信みたいなものを持っているようだけれど。


「最近、女子から敵対視されてねェ？　お前」


「えっ？　そう？」


　びっくりして、聞き返す。


　水谷は、ウン、と神妙な顔つきで頷うなずいた。


「…チラッと聞こえてきたけど――…モテるからって、お高くとまってるって言われてるみたいだぜ」


「俺が!?」


　ますます驚いて、さりげなく周囲を見回してみる。


　そう言われてみれば、なんだか、女子たちが遠巻きに見ているような気もする。それどころじゃなくて気がつかなかったけど……って、やっぱり俺って鈍い？


「……原因は、原田かな…」


　ため息まじりの呟きを、水谷は聞き逃さなかった。


「なに、ほかにもなんか悩みごと？」


「うん……」


　ちょっとここでは言いにくいな、と俺は目で合図する。だって、誰が聞いているかわからない。


「廊下、出る？」


　促されて、俺は席を立った。


　腕時計を覗のぞくと、予鈴まであと三分ぐらいだ。


「……原田に、つきあってって言われたんだけど、とりあえず受験だからって保留して……俺のそーゆー態度がいい加減だって、須藤にも責められたんだけどさー。ま、それはちょっとべつとして、その時に、原田に気まずくなりたくないから普通にしててって言われたんだよ。俺もそのつもりだったんだけど、須藤とのことがあったじゃん？　なんかもー原田には悪いけど、俺パニクッちゃって、委員会すっぽかしたんだ。そしたら…」


　中庭に面した窓際に凭もたれて、俺は時間を気にしながら早口に説明した。


「避けられてると思い込んで、勝手に傷ついちゃったのか」


　呆あきれたように、水谷は天井を仰ぐ。


「バッカだなー。女って連帯感つえーんだから、一人敵に回しただけでもヤバイって」


「敵に回すつもりなんかなかったよ」


　ムウッと頰ほおを膨らませると、水谷は「そりゃそうだな」と同意する。


「可愛かわいさ余って憎さ百倍ってとこかな。それで、須藤のほうはどうなってんの？」


「どうなってるって……あれっきり」


　連絡取ってないのか？　と彼はますます呆れ返った声を上げた。


「だって、俺から取れねーだろ？」


「向こうからは、もっと取れないんじゃないか？」


「それは…」


　口くち籠ごもった瞬間、頭上で予鈴が鳴り始める。


「ま、原田には、積極的に委員会で話しかけてやれば？　特別扱いされてんだって、勘違いされない程度にさ」


　難しい注文をして、水谷はさっさと教室に入ろうとした。


　そのあとに続きながら、ふと視線を感じて顔を上げる。てっきり、また原田かと思い、頑張って正面から見返してやろうと思ったのだが――。


　視線の送り主は、原田ではなかった。


　隣の教室の後扉の付近に、須藤が立っていた。


　まともに目が合って、俺はまるで蛇に睨にらまれた蛙のように身動きできなくなってしまった。


　どうしよう、と思う間もなく、須藤はまっすぐ俺に向かって歩いてくる。


「……頼まれてた写真、できてるから。よかったら、放課後取りに来る？」


　穏やかな口調に、かえって仰天した。


　怒りに任せて俺を責め、血を吐くように「好きだ」と告げたのが、まるで噓うそみたいに、彼は普段と変わりない表情で。笑みさえ、浮かべてる。


「じゃ、あとで迎えにくるから」


　軽く手を上げて、彼は教室に戻っていった。


　あまりにも普通すぎて、俺は面食らっていた。


　――なんだろう。全部、俺の考えすぎだったんだろうか。


　混乱しながら、教室に入る。


　水谷はまだ席につかず、心配そうな顔をして、俺を待っていた。


「大丈夫か？」


　聞かれて、躊躇ためらいながらも頷く。


「なんか……全然普通だった。……俺の勘違いだったのかな。バカみてー…」


　ハハ、と気の抜けた笑い声を立ててみたが、水谷は愛想笑いすら浮かべずに神妙な顔で俺をじっと見る。


「気をつけろよ」


　ボソリと彼は言った。


「え？」


「何度も言うけど、嫌だったら、嫌ってハッキリ言うんだぜ？……ＯＫなら、べつにかまわねーけど…」


　意味ありげな言い方に、俺は首を傾げる。


　聞き返そうとした途と端たん、本鈴が鳴った。廊下で待ち受けていたように、すぐに先生が入ってくる。


　俺たちは慌てて、それぞれ自分の席に向かった。


「起立、礼ー」


　眠そうな、日直の声がする。


　どうやら今日の午後の授業にも、あまり身が入りそうにない。……こんなんで、受験大丈夫なんだろうか。そっちもヤバイ。








「原田」


　六時間目が終わるなり、帰り支度を整えて、俺は勇気を振り絞って原田に声をかける。


　教室中の女子の視線が、いっせいにこちらに向けられたような気がした。


「Ｈ・Ｒ合宿とかの写真、全部あったから。これから貰もらいに行ってくる。悪いけど、他のページ先に進めといて」


　彼女は泣きそうな目をして俺を見て、ウンと小さく頷いた。


　大丈夫。この調子で、俺さえ普通にしていれば、どんな言いわけするよりもわかってもらえるはずだ。


　そりゃ――つきあう気がないのに、待たせてるのは卑ひ怯きようだけど。


　そっちの返事も、ころ合いを見計らって、ちゃんと告げなきゃいけないな、と思った。


　あとは、須藤だ。


　迎えにいく、といった言葉どおり、彼は後扉のところで俺を待っていた。


　無表情の顔からは、とくに感情は読みとれない。


　彼にも、ハッキリ言うつもりだった。


　須藤のことは大事だけれど、友達以上には思えない。できれば、もとの友達に戻りたいけど、それが残酷なことなら……離れるしかないのかもしれない、と。


　離れるしかない、と考えた瞬間、鋭い刃物で胸を刺されたような痛みが走った。


　離れるのは辛つらい。それなのに、駄目なのか、と叫び出しそうになる。


　痛みを堪こらえながら、彼と肩を並べて歩いた。


　会話はなかった。


　話しかけるきっかけを摑つかむことすらできずに、ゆっくり物理準備室に向かう。


「写真、暗室の中」


　いつもの口調で、須藤は言った。


　この間のように、どこか棘とげ々とげしい部分はなくなっている。


　ホッとしながらも、準備室にも物理室にも人の気配がしないのが気になった。


「今日、部活休み？」


「んー？　そのうち、来るだろ」


　なんでもないことのように答えて、彼は先に暗室に入っていく。


「全部、現像してくれたのか？」


　聞きながら、俺は彼のあとを追いかけて室内に足を踏みいれた。


「ああ。……ドア、閉めといて。誰か来て、突然開けられても困るから」


　まだなにか処理するものがあるのかな、と俺は疑いもせずに、その言葉に従った。


『使用中』のプレートをかけてからドアを閉め、内側でカチンとロックする。厳重な、二重ロックだ。


「かなり枚数あるけど、全部持ってく？」


　ガサガサと、彼は広げて置かれていた写真を、一か所に集める。


「どれ？　悪かったな。手間かかったろ？　経費、請求して。アルバム委員会で、予算あると思う」


　まとめられた写真を受け取り、パラパラと捲めくってみた。


　数ある写真の中には、見慣れた顔ぶれもあって、今よりもまだ幼さの残る二年前の姿に、思わず笑いが込み上げる。


「とりあえず、ここでいいのだけ選よってっちゃおうかな」


　俺は彼と並んで、本格的に写真を見始めた。


　使えそうな写真とそうでないのとを、第一印象でわけていく。


「……原田とは、どうなってんの？」


　いきなり、須藤が聞いた。


　ちょっとドキッとしたけれど、あの日のような強い口調でないことが、俺の警戒心を鈍らせた。


「べつに、進展ないよ。……ちょっと誤解があって、ぎくしゃくしちゃってるけど、なんとかなると思う。須藤に言われたみたいに、曖あい昧まいな態度取るのよくないって、俺も思った。だから、近いうちに、ハッキリさせるつもり」


「ハッキリって？」


「つきあう気、ないって。……受験後はどうなるかわかんないけど、つきあえる保証ないから。待たせんの、やっぱ悪いし」


　ちょっとヤバイ話題かな、と内心ドキドキしながら俺は言った。だけど、須藤のほうは気のない素振りで、フーン、と頷うなずいただけだった。


　ホッと胸を撫なで下ろし、俺は次々と写真を見て、一時審査を終了した。そうして今度は、ふりわけた使えそうなほうの写真の束を、もう一度見直すつもりで手に取る。


「…水谷と、親しくなったんだな」


　ポツンと、須藤が言った。


　写真を捲る手が、ピクリと止まる。


「あいつは、平気なのか？　俺と同じ、同性愛者なのに」


「須藤…」


　俺を凝視みつめる彼の瞳ひとみは、どこか悲しげだった。


「あいつとは普通に話せんのに、俺は駄目なのかよ」


　お前とだって、今普通に話してるだろ、と言い返すことができなかった。


　ドアの外に、相変わらず人の気配はない。


　もしかして――今日は、ホントに俺たち二人きりか？


「俺のこと、また避けるつもりだったろ。中三ん時みたいに、避けて、うやむやにサヨナラかよ。そりゃ……大学まではさすがに追っかけていけねーもんな」


　自じ嘲ちよう気味な台詞せりふに、まさか、とある疑問が湧わき起こる。


「…須藤、まさか……お前、高校…」


「第一志望、わざと落ちたのかって？」


　言いかけた言葉の続きを奪って、須藤はフフンと鼻先で笑った。


「気持ちよかったぜ。答案…わざと間違って書いて提出すんの」


　クラリと軽い眩暈めまいがした。


　須藤のレベルなら、九十パーセント大丈夫だろうと、担任も太鼓判を押した志望校だった。それだけに、どうして落ちたのか、とは聞けなかった。きっと、体調が悪かったんだろうと、頭からそう決めつけていたのだ。


「ど…して、そんな…」


「そうでなきゃ、ここに来れなかっただろ」


　悪びれもせずに、彼は言う。


「コバと離れたくなかった。同じ高校に入りたかった。……自分のしたことを謝りたかったから…」


「そうだよな。……謝ってくれたよな。それで、俺たち戻れたんだよな？」


　震えそうになるのを堪えて、俺は訴えた。


「それなのに、どうして壊すんだ。なんで……俺だって、須藤と一緒にいたいよ。それって、友達としてじゃ駄目なのか？　今までと同じように、話したり、フザケたりするんじゃ駄目なのか？」


　駄目だ、とため息のような声が降ってきた。


　俺の手から、バサバサと写真が落ちる。


　薄暗い部屋の中、須藤の温もりが俺に触れていた。重なった鼓動が、潰つぶれそうな勢いで走っている。


「失いたくない。…離したくない」


　耳元で囁ささやかれ、息が頰ほおに触れる。


「すど…」


　唇が、触れる。耳に、頰に――それから……。


「……ん…っ」


　二年ぶりの口くち接づけだった。


　嫌だと突っ撥ぱねようとする腕から、どういうわけか力が抜けていく。


　気をつけろ、と言った水谷の眼まな差ざしを思い出した。嫌なら嫌だとハッキリ言え、と何度も彼に言われた。


　言われるまでもなく、言うつもりだった。


　嫌なのだ。本当に。


　だけど――失いたくない、と言った須藤の声の強さ。


　その一言が、俺の中から抗う力を奪っていく。


　俺だってそうだ。須藤を失いたくない。


　中三の終わり、離れている間、俺はずっと淋さびしかった。


　全部須藤が悪いんだと、彼のせいにする一方で、避けることしかできない自分の弱さを呪のろった。


　あんなことは、もう二度とくりかえしたくない。


　離れたくない――けど。


　須藤の舌は、さんざん俺の口こう腔こうを犯し、唇をチラリと舐なめてから離れていった。


「なんで、抵抗しねーの？」


　触れそうなほど近い位置で、彼は呟つぶやいた。


　いつのまにか、彼の両手は俺をがっちりと抱え込んでいる。


「……嫌だったんだろ？　忘れられねーくらい、許せなかったんだろ？　なのに、なんで抵抗しねーんだよ。しねーなら、このままヤッちまうぞ」


「嫌だ」


　俺は唇を嚙かみしめて、ブンブンと首を横に振る。


「じゃあ、逃げろよ。それで終わりだ。俺らは……バイバイだ」


「須藤」


　泣きそうに、鼻の奥がツウンと痛い。


「振り払えよ。そうでなきゃ…」


「あ…っ」


　いきなり足元がグラリと傾かしいだ。


　須藤が、俺の足を払ったのだ。


　そのまま俺たちは、縺もつれるように床に倒れる。


　彼の腕に抱え込まれているおかげで、思ったよりも衝撃は少なかった。


「…好きだ、諭」


　口接けをくりかえしながら、彼の手は闇やみ雲くもに俺の身体からだを探り始める。


「須藤、待って！」


　ワイシャツをズボンから引き出し、裾すそから手が入り込む。じかに肌の上を這はい回る掌てのひらの感触に、俺はヒャッと身を竦すくませた。


「駄目だ、やっぱり…」


　床の上をジタバタと逃げ惑いながら、俺は覆い被さってくる須藤の身体を押し退のけようとやっきになる。


　だけど、押さえ込まれた体勢は不利で、体格の差を見せつけられたような気がした。


「須藤…ッ」


「我慢してた、ずっと。諭に触れたくて、おかしくなりそうだった。中学ん時のこと思い出しながら、あの時のお前の顔思い出しながら、一人でやってた…」


　耳元で狂おしく告げられ、身体の奥が熱くなる。


「……やだ…っ」


　ズボンのファスナーを下ろして、須藤の指先が潜り込む。


　あのころと少しも変わらない器用な指先が、俺の熱に直接触れた。


「あ――ああ…っ」


　堪えきれずに、声が零こぼれる。


　触れられただけで、身体中の血が一点に集中し始める。


「………っ、……ん……」


　須藤は、俺のものを丁寧に扱いながら、首筋や胸元に唇で触れた。舐められ、吸い上げられて、ゾクゾクと背筋が震える。


「…だ、め…ッ」


　引き剝はがそうと触れたシャツの背中を、俺は両手で握りしめた。離れたいのか、もっと近づきたいのか、わからなくなってる。


　須藤の指は、俺の中から官能を引き出し、どんどん極みへと追い詰めていく。


　息が乱れて、言葉ですら抵抗できなくなり始めていた。


「諭――…覚えてるだろ？」


　なあ、と囁かれて、俺は胸を大きく喘あえがせた。


「気持ちイ？　感じてる？」


「……だ、め…っ――……手、離して…っ」


　ぎゅうっと目を瞑つむって、激しく首を横に振る。閉じた瞼まぶたの裏側で、何度もフラッシュが焚たかれるように、白い光がスパークした。


　その瞬間、俺は須藤の手を汚していた。


　沸騰しそうになっていた血が、一瞬で凍りつく。


「……あ、あ…ぁ…っ」


　俺は両手で顔を覆った。


　あのころと同じだ。


　……違う。あのころと違って、俺はこの行為に意味があることを知ってる。須藤の気持ちを、知ってる。


　須藤は汚れた掌を、そのまま俺の中ちゆう芯しんへとあてがった。


　グイ、と身体を割られて、俺は思わず叫び声を上げた。


「…やめろよッ!!　こんな……」


「やめない。――好きだよ、諭。誰にも渡さない」


　冷静に呟いて、須藤は俺の足を大きく拡げて、その間に身体を割り込ませる。


　ゾッとして、俺は震える息を吐いた。


「……嫌…」


　須藤の指が、身体の内奥に忍び込んでくる。


　俺を内側から崩そうと、ゆっくり蠢うごめいている。


「…須藤…――駄目だ、こんなこと…」


　できないよ、と俺は訴えた。


　応こたえる代わりに、彼は身を屈めて、深く俺に口接けた。


　逃げなきゃ、と思うのに、身体が動かない。指一本、動かせない。


　これが、俺の隙すき？


　つけ込まれて、モノにされちゃうわけ？


「……ゃ…っ」


　あまり時間をかけずに、須藤は強引に俺の体内なかに押し入ろうとした。メリメリと身体が軋きしむ。


「…力、抜いて」


　荒い息をつきながら、彼は強く身体を押しつける。


　できない、と泣き声を上げて、俺はなおもかぶりを振り続けていた。


「さ、とし…っ」


「あ――……あ、あ、…ぁ…っ」


　目で見るよりも、もっと太いものを捩ねじ込まれている気がする。力ずくで内臓を広げる体積に、唇からはヒューヒューと掠かすれた息が洩もれる。


「全部、入った」


　ハアッと大きく息をつき、須藤はあらためて俺の足を抱えた。


「……もう、ちょい辛抱、して」


　言うなり、彼は俺の内臓を突き上げ始める。


「――……ん…っ、んっ、――…っ」


　もう、声も出なかった。ただ、彼の動きに合わせて、甘えるように喉のどが鳴った。


　床に擦こすりつけられる背中が痛い。


　押さえつけられた、足が痛い。


　それなのに、俺は必死で須藤に摑つかまっている。


　こんな――女みたいに扱われてるのに、感じるのは痛みだけじゃなくて……。


　がくがくと思うさま揺さぶられて、あとはもう無我夢中だった。


　見開いた視線の先で、薄暗い天井がぼやけてゆらゆら揺れていた。








「今度は、謝らねーよ」


　行為を終えて、まだ息も治まらないうちに、須藤がキッパリとそう告げる。


　抱き込まれたまま、俺おれはベタついた下肢を捩よじる。今はもう、一刻も早く彼から離れたかった。


「……また、避ける？　俺のこと。…中三ん時みてーに」


　逃がすものかと、足を絡ませられ、ギュウギュウと強く抱きしめられた。


「お前が避けても、追いかけるから。避けるなんて、許さねーから」


　口調は強気だったが、彼の腕は俺の存在を確かめようとでもしているみたいに、落ち着きなく動き回っている。


「絶対、避けさせない。……お前が、嫌がっても。どんなに嫌がっても」


　ふと、語尾が掠れた。


　――なんでお前が泣くんだよ、泣きてーのは俺のほうだろ。


　そう怒鳴ってやりたかったが、言葉にはならなかった。……俺はもう、すでにグチャグチャに泣いていたからだ。


　嗚お咽えつばかりが溢あふれて、格好悪いことこのうえなかった。


　身体の痛みだけでなく、自己嫌悪でどうにかなってしまいそうだった。


　俺は、須藤を拒めなかった。


　口では嫌だと言いながら、結局流されて、彼を受け入れた。そのくせ――彼のすべてを受け止めきれるかといえば、そうではなくて。


　卑ひ怯きようなのは、俺のほうかもしれない。


　優柔不断で、一番残酷なことをしている。そのつもりがなくても、俺は須藤を弄もてあそんでいるのかもしれない。


　真剣な須藤の気持ちを、踏み躙にじっているのかもしれない。


　だけど――……どうすればよかったんだろう。


　どう言えばよかったんだろう。


　たとえ、この想いが須藤と同じものでないとしても、彼を失いたくないと思う気持ちは一緒なのに。


「……立てる？」


　帰ろっか、と須藤はグスッと鼻を啜すすってから呟つぶやいた。


　俺をそっと抱えて起こし、衣服を整えてくれる。


　動くたびに、彼が身体からだの奥に放ったものが、ジュクジュクと染み出してきそうだった。俺はその気持ち悪さを、唇を嚙かみしめてやり過ごそうと必死だった。


　身体の芯は、熱を持ったように気怠い。


　どれくらい時間が過ぎたのか、窓のない暗室の中では、それすらもわからなかった。


　須藤は、床に散らばっていた写真を拾い集め、束ねて封筒に入れた。


　それを差し出されて、黙って受け取る。


　――そうだ、これを七組で作業しているアルバム委員たちに、見せにいかなければ。このままサボッてしまったら、また原田が誤解する。


　頭ではちゃんとそう考えているのに、伝達がうまくいかないのか、足が動かない。


「諭」


　ドアの鍵かぎを外し、彼は「さあ」と俺を促す。


　外は、もう日が陰り始めていた。


　のろのろと、促されるままに部屋を出る。


　やはり今日は部活がなかったらしく、準備室には誰もいなかった。須藤は俺を廊下へと連れ出し、さっさと戸締まりをした。


「……俺、鞄かばん、教室…」


　ようやく、声が出た。


　なんだか自分のものじゃないみたいに、嗄しやがれた、泣き疲れた声だった。


「そっか。…一人で取りに行ける？　俺、ここの鍵、職員室に返してくる。下駄箱んとこで待ってるから」


　その言葉に頷うなずいて、俺たちは階段の前で別れた。


　自分が、ちゃんと歩けているのが不思議だった。


　ついさっきまで、学校内で――物理準備室で、俺たちはセックスしてた。


　あ……言葉にすると、けっこうくるかも。


　しちゃったんだなあ、とあらためて思った。真似事なんかじゃなく、好奇心で胸をワクワクさせていたのでもなく……トクベツの、意味を持った行為。


　遠くで、誰かの笑い声が聞こえた。


　薄暗い廊下に、ところどころ教室の明りが洩れている。


　七組の教室あたりにも、煌こう々こうと電気がついていた。みんな、まだ作業しているのだろう。


　耳を澄ませば、校庭を走っているらしい、どこかのクラブのかけ声も聞こえてくる。


　どうってことない、いつもの学校風景。平和な日常――それなのに、俺一人が浮いている。


　五組の教室の前に辿たどり着き、ガラリと扉を開けた。七組にいる連中の喋しやべる声は、さっきよりも近いのに、遠い異次元から聞こえてくるようにも思えた。


　フゥ、と息をつき、教室に足を踏み入れる。


「小早川!?」


　薄うす闇やみの中からいきなり声をかけられて、ギョッとした。


　俺の席のそばに、水谷が立っていた。


「……どうしたんだよ？　お前…」


　お前こそ、と言おうとしたが、驚きすぎたせいかうまく言葉が出てこない。


「定期忘れて戻ってきたら、お前の鞄が置きっぱなしになってるから……なんかあったのかなって、考えてたとこだった」


　言いながら彼は俺に近づき、それから間近で顔を覗のぞき込んでちょっと息を引いた。


「…泣いてんのか、お前。須藤になにかされた？」


　焦っているような彼の顔をぼんやり凝視みつめて、俺は乾いてしまった唇を何度も舐なめる。


「小早川？」


「……俺、やっちゃった」


　え、という音のまま水谷の唇は開いて止まり、頰ほおが僅わずかに強張った。


「なんでかな。……ハッキリさせるつもりだったのに、できなかった。俺、あいつと、セックス…」


　そのまま、俺は昏こん倒とうしてしまった。


　水谷が仰天したようになにか叫んでいたが、それは水の中で聞く音みたいに、ボワーンと耳鳴りになって聴覚に響いた。


　目の前はまるで紗しやがかかったように、ぼやけて――……。








　気がついたら、車タクシーの中にいた。


　隣に水谷がいて、「まだ目ェ回ってんだろ？　寝てていいから」と声をかけてくれる。


　俺は頷いて、目を閉じた。


　どこに行くんだろう、と思わないこともなかったが、もうなにもかも、どうでもいいような気もしていた。


　頰に、微かすかな温もりが触れていた。コトンコトン、と、そこから規則正しい優しい音が聞こえてくる。


　そのまま俺は、もう一度気を失ってしまったらしい。


　次に目が覚めた時には、白い天井が頭上に広がっていた。


「あ、気がついた。……水谷サーン！　小早川サン、起きたよ！」


　甲高い、聞き慣れない声に、モゾリと寝返りを打つ。


　ここは――保健室のベッド？……じゃない。自分の部屋でもない。


　どこだろう、と周囲をゆっくり見回すと、壁際の勉強机の上に置かれているパソコンが目に入った。


　そういえば、さっき水谷と一緒にタクシーに乗ってたんだっけ、と途切れていた記憶がだんだん鮮明になってくる。


「気分、どう？」


　ドアの向こうから、水谷が顔を覗のぞかせた。


　だいじょうぶ、と言いかけた途と端たん、彼の隣に立っている人物に気づいて、ギョッとした。


「お前、急にブッ倒れたんだぜ。もう、超焦ったのなんのって。先生呼んで、医者連れてったほうがいいかなァとも思ったんだけど、ちょっとヤバそうだったんで…」


　そこで彼は少し言葉を濁し、隣に視線を落とす。


「士し朗ろう、お前コンビニ行って、なんか食えるモン調達してきて」


「えーッ、また俺!?　俺、さっきも飲み物買いに行かされたのにーッ。ずりィよ、今度は水谷サン行ってきてよッ」


　士朗、と呼ばれた例の二年男子は、盛大にブーイングをかましている。


「なんだよ。飲み物は、お前が飲みたいって言ったんだろう。ついでに食いモンも買ってくりゃいいのに、気が利かないから…」


「ひッでー、そーゆーことゆーんだ!?」


　ブーッと頰を膨らませた彼に、案の定水谷のほうが折れた。


　甘やかしてるなあと、俺はベッドの中で啞あ然ぜんと彼らを眺める。


「小早川サンは、俺が看病してるから。ハイ、行ってらっしゃーい」


　両手をブンブン振って見送られ、水谷は俺に向かって「スマン」と頭を下げてから、部屋を出ていった。


　なんの説明もナシで、見知らぬ後輩と二人にされて〝スマン〟で済むかよ、と俺は密かに憤慨する。


　ここはどうやら水谷の家らしいけど……。


「あの人、帰らせちゃったよ。気がついた時に、いないほうがいいんじゃないかって、水谷サンが。――いたほうがよかった？」


　言われている意味がよくわからなくて、俺は目をパチクリさせて彼を見る。


「意識、しっかりしてる？　倒れた時、どこかぶつけたのかなぁ」


　失礼な言動に、平気だよ、と言い返した。


「君は…」


「あれ、知らなかったんだ!?」


　てっきり全部知ってんのかと思ってた、と彼は無邪気な声を上げる。


「だって、俺の写真撮っちゃったんだろ？　水谷サンが言ってたよ」


「え…」


　思わず、絶句した。


　だって――水谷は、「あいつには言わないで」とか言ってなかったっけ？　俺には口止めしたくせに、自分でベラベラ喋ったわけか？


「あ、あのさー。……部外者の俺がいて、びっくりしたと思うんだけど…」


　ごめんね、とゴソゴソ枕まくら元もとに近づいてきて、彼はポツンと呟つぶやいた。


　水谷がメロメロになるはずだ。小動物めいた可愛かわいらしい雰囲気の彼は、その気がなくても、ついかまってしまいそうで。


「俺、全部聞いちゃったんだ」


　――全部、って、なにを!?


　聞き返そうとした途端、彼は慌てて「水谷サンは言いたがらなかったんだよ！」と早口に告げる。


「でも、俺が問いつめて、聞き出したんだ。だって……なんか、ムカついたから」


　ちょっと唇を尖とがらせて、彼は上目遣いに俺を見た。


「この前も、あんたが来るなり、水谷サン俺のこと追い出したじゃん。そしたら、今日も一緒に帰る約束してんのにさー、あんたのことおぶって現れて。すぐそばでもう一人、あんたのことよこせって喚わめいてる男ヤツがいて、さっさと渡せばいいのに、やけにムキになって触らせないようにしてるし…」


「……それって、嫉妬やきもち…とか？」


　まさかね、と思いながら口を挟むと、驚いたことに、彼は素直にウンと頷いた。


「だって、あんた顔可愛いし、ぜってー水谷サンの好みだもん」


「ええ!?」


　それは違うよ、と否定すると、彼はへへッと悪戯いたずらっぽい笑みを浮かべる。


「問いつめたら、水谷サンもそー言ってた。似たような境遇だから、心配してるだけだって。それでつい、事情教えろっつって、聞き出しちゃったんだ」


　あっけらかんと、彼は言った。


　水谷が話した事情って、どの程度のことだろう、と少し不安になる。


「誰にも言わないから、安心して？　それに、そっちも俺らのこと知ってんだから、おあいこじゃん」


　こんな邪気のない顔で告げられたのでは、文句一つ言えやしない。


「……ここ、水谷んち？」


　ようやく気分も落ち着いてきて、俺はさっきから気になっていたことを質問する。


　士朗は、コクリと頷いた。


「水谷サンとこ、親父さんが岩手に単身赴任中だから。月の半分は、お母さんもそっち行っちゃって留守なんだ。今はちょうど留守中。あの状態で自宅まで送ってくのはヤバそうだっつって、水谷サンがこっち連れてきちゃったんだ。悪かった？」


「いや……助かった」


　正直に、俺は言った。


「あと…さっき帰らせたって言ったの――もしかして、もう一人誰かいたのか？」


「いたよ。あいつが恋人なんだろ？　痴話喧げん嘩か中の」


　予想外の質問に、目がテンになる。


　水谷、いったいどんな説明を彼にしたんだろう？


「絶対、許しちゃ駄目だよ」


　やけに憤慨したようすで、彼は言う。


「いくら喧嘩してもさ、無理やりエッチしてごまかそうなんて考え、最低だよ。むこうが、申しわけありませんでしたって、土下座するまで許しちゃ駄目だぜ？」


「いや……あのね…」


　勢いに面食らいつつ、俺はそろそろと上半身を起こした。


　貧血のあとのように、手足が冷たく痺しびれていて、頭も少し痛かった。そうして――身体からだの奥に、鈍い痛みが凝こごっている。


「君は――水谷のこと、好きなんだ？」


　それまで、勢いよく喋り続けていたくせに、いきなり彼は顔を赤くして黙ってしまった。


「いいの？　男同士なのに」


「あ、あんたもだろ。…一緒じゃん」


　なおも聞いた俺に、しどろもどろに言葉を詰まらせる。


「俺は……わからないんだ。まだ、迷ってる」


「なんだよ、それ。きッたねーの」


　けろりとした表情で言ってから、彼は「まあ、俺も似たようなもんかなぁ」とボリボリ頭を搔かいた。


「わかんねーよな、確かに。周囲まわりに可愛い女の子がいねーわけじゃないのに、なんで水谷サンといる時が一番楽しいのか、口じゃ説明できねーもん」


「…君も、そうなんだ？」


　なんとなく、わかる気がした。


　俺だって、須藤といる時が一番落ち着けた。理屈じゃない。彼のそばは居心地がよかった。


「俺がわかんねー間は、水谷サン待っててくれるっつってるし。……あんまり待たせんのも、悪いかなって思ってるけど」


　いいな、と俺は口の中で呟く。


　水谷は、待っていてくれるのだ。


　――須藤にも、待っていてほしい、と望むのは、残酷なことなのか？


　今すぐにハッキリさせることのできない気持ちを、考えるから待っていてほしいと願うのは。


「君は……君の気持ちのベクトルが、恋に向かってると思う？」


　なにそれ、と士朗は首を傾げた。


「俺、数学苦手」


「数学じゃないよ」


　思わず、噴き出した。


「あれ、笑えてんじゃん。よかった」


　ドアが開いて、水谷がそう言いながら姿を見せる。


「元気になったんなら、飯でも食う？　テキトーに弁当買ってきちゃったけど」


「迷惑かけて、ゴメンな」


　頭を下げると、水谷はニッと笑った。


　床の上に置いたコンビニの袋から、士朗はさっさと弁当類を取り出し、好きなのを先に取ろうとする。


「あ、俺これがいい！　ナポリタンとオムライス！」


「お前ねェ…。お客サマが先です」


「だって、そっちの食えねーんだもん。俺、豚肉嫌ーい」


「そういうこと言ってるから、背が伸びないんだよ」


「豚肉は関係ねーだろ！」


　かけあい漫才のような会話を目の前で繰り広げられて、思わず笑いが込み上げる。


「……顔色、戻ったな」


　ホッとしたように水谷が呟くのに、ハッとした。


「俺…？」


　そう、と彼は頷いた。


「さっきは、どうしようかと思ったぜ。顔は土気色だし、揺さぶっても起きないし。須藤はそばでギャーギャー喚くし」


「ごめん。…いたんだって？」


「いたよ。あれ、気がつかなかった？　タクシーん中で、あいつに凭もたれてたろ？」


　え、と俺はポカンと口を開ける。


　じゃあ――もしかして、あの時聞こえていた規則正しい優しい音は、須藤の鼓動？　あの微かな温もりは……。


「あいつがいたら、こじれそうだったんで、帰らせたけど」


「…ん、…ありがと」


　俯うつむいた俺のオデコを、水谷の指先がピンッと弾く。


「俺、逃げろって言っただろ？」


　なんで逃げなかったんだよ、とつけ加えられて、ウーンと俺は低く唸うなった。


「……なんでかなぁ。逃げようと思えば、逃げられたのかな。……わかんねー」


「どうするんだ？　事態はよけいややこしくなったぜ？」


　わかってる、と答えて、さっそくスパゲッティを頰張っている士朗を、見るともなしに眺める。


「……待っててくれって言うのは、酷なのかなぁ」


　水谷は黙っていた。


　彼も待つ立場だから、返事に困っているのかもしれない。


「結果がイイか悪イかわかってねーのに、待てとは言えないよな…」


「待つのが楽しい場合もあるけどね」


　苦笑しながら、水谷が言う。


「ま、同じ待つんでも、状況が変わってきたことぐらい、誰かサンにもわかるんじゃないか？　慌てるナントカは貰もらいが少ないって言うだろ？」


　彼は手を伸ばして、士朗が放り出していた弁当を二つ取ると、俺の前に並べた。


「どっち食う？　生しよう姜が焼きと、幕の内」


「幕の内。…俺も豚肉嫌い」


　士朗がいきなり顔を上げて、「そうだよね！」と嬉うれしそうに笑う。


「……だからお前ら、背が伸びねーんだよ」


　不ふ貞て腐くされたように、水谷は幕の内弁当を俺に差し出した。


「豚肉食ったら、背が伸びるなんて話、聞いたことないぜ？」


「好き嫌いするヤツは、栄養が行き届かないんデス」


　口うるさい母親みたいなことを言いながら、水谷は生姜焼き弁当のパッケージを開けている。


　笑いながら、俺も弁当を開けて箸はしをつけた。


　店で温ぬくめてもらったのか、御飯はまだあたたかい。


「……逃げるなよ」


　黙々と食べているのかと思ったら、水谷はやけに真剣な目つきで俺をじっと見ていた。


「――逃げろって言ったり、逃げんなって言ったり…」


「もうどうせ逃げられないとこまできてるんだから、自分の気持ちから目を背けんなってこと」


　缶烏ウー龍ロン茶のプルトップを開けて一口呷あおり、彼は言葉を継いだ。


「世間じゃ認めてもらえなくってもさ、自分だけは認めてやれよ。世間に賞賛されても、自分では認められないっつーことより、イイと思わない？」


「水谷も、そう？」


　ご飯を頰張りながら、彼は頷いた。


「そろそろ答え、出そうなんじゃない？」


　その質問には、俺はまだどう返事をしていいのかわからなかった。










　翌日は、朝から憂ゆう鬱うつな雨が降っていた。


　豪快なドシャ降りというのではなく、細かい霧がまとわりつくような、嫌な雨だ。


　昨夜遅く帰宅した俺に、母は「受験前なのに、こんな遅い時間まで活動させるなんて」と、委員会に対しての文句を、クドクド言い続けていた。本当の事情を説明するわけにもいかないから、俺はそれらを半分上の空で聞き流して、さっさと部屋に閉じ籠こもるしかなかった。


　水谷のおかげで、食欲は満たされていたし、あとはもう泥のように眠ってしまうだけだった。


　けれど、眠りは浅く、断片的な夢の記憶が、なおさら俺を疲れさせる。


　身体の痛みはほとんど治まっていたが、暴れた拍子にどこかにぶつけてできたらしい青痣あざが、手足のあちこちにあった。それと一緒に、柔らかい部分を狙ねらってつけられたような、須藤の残痕を見つけて、俺は密かに落ち込んだ。


　須藤はこれからどうするだろう――と、まるで他人事のように考えてみる。


　中三の時のように、避けさせたりしない、と彼は言った。


　もちろん俺だって、あんな子供じみた真似をくりかえすつもりはないけれど、でも、顔を合わせた瞬間、なんて話しかけたらいいのか――考えただけで考えたくなくなってくる。


　顔を見て、笑いかける自信がない。


　水谷はきっと、「普通にしてりゃいいじゃん」と軽く言うに決まっているが、その〝普通〟ってヤツがいったいなんなのか、よくわからないのだ。


　普通でいようとすればするほど、よけい意識してぎこちなくなってしまいそうだ。


「諭！　傘持ったの？」


　朝食もそこそこに家を出ようとした俺を、母が玄関まで追いかけてくる。


「持ってるよ」


　雨降ってんだからあたりめーじゃん、と聞こえないように呟いて、そそくさと靴を履いた。


「昨日みたいに遅くならないように、適当なところで帰ってくるのよ」


　小こ煩うるさい言葉はもちろん無視して、「いってきます」と家を出た。


　空はどんよりと鼠色で、ワイシャツ一枚では少し肌寒かった。そろそろ梅雨なんだろうか。


　こういう日は、あまりバスに乗りたくない。できれば学校もサボッてしまいたい。


「…サボッたら、またあらぬ誤解されちゃうよなぁ」


　ため息まじりに独り言ごちる。


　誤解されるのはしょうがないけど、誤解を解くのは面めん倒どう臭い。


　バス停には、眠そうなサラリーマンや化粧の濃いＯＬが、イライラと時計を覗のぞき込みながらバスを待っている。


　雨の日は、いつもバスが遅れるのだ。


　遅刻証明を貰うのは面倒だな、と思いながらも、結局そこで十五分以上待たされるはめになった。せっかく早めに家を出たのに、始業時刻ギリギリだ。


　ようやくやってきたバスの、湿気と人いきれでいきなりパワーを消費して、ゼイハア肩で息をつきながら校門に滑り込む。


　頭上で鳴り響く予鈴に、アタフタと靴を履き替えた。と、いきなり下駄箱の陰から、須藤がゆらりと姿を現した。


　朝一かよ、と俺は思わず怖じ気づいて後あと退ずさる。


「…ォハヨ」


　ボソッと挨あい拶さつをして、彼は眩まぶしそうにちょっと目を細めた。少し目の下が膨らんでいるように見えるのは、気のせいだろうか？


　それとも――須藤、あんまり寝てない…？


「身体からだ、平気？」


　チラッと顔を盗み見て、俺は黙って頷うなずいた。


　避けさせないって、こういうことなのかな。俺が避ける暇もないくらい、須藤のほうからどんどんコンタクトを取ってくるってこと？


「だったら、いいんだ」


　ホッとしたように彼は言うと、そのまま「じゃあな」と走り去ってしまった。


　なんだか素っ気ない、と俺が思うのは変だろうか。


　だって教室は隣なのに、前まで一緒に行こうとしないなんて、須藤も変だ。


　まあ、アンナコトされた翌日に、平気な顔して肩並べて歩くのはしんどいから、正直なとこ助かったわけだけど。


　でも――それきり、須藤には会えなくなった。


　同じ学校内にいて、目と鼻の先の隣の教室にいて――それなのに、会えなくなった。


　二年間同じ高校に通いながら、顔も知らない同級生がいるのも頷ける。


　知っている奴やつなのに、会おうと思わなければ、こんなふうに姿すら見かけなくなるのだと。初めて、気づいた。


　せめて、三組と四組なら、体育で一緒になったりもするのに、四組と五組では合同授業もない。選択授業も、重ならない。


　朝礼では隣の列のはずなのに、背の高さ順に並んでいるせいで、前から数えたほうが早い俺の場所からは、遥はるか後ろの須藤がいるのかいないのかすらわからない。


　こんなことは、今までなかった。


　前に須藤を無視した時、彼は常に俺の視界の隅っこにいた。


　目の前をチラチラしているものを無視するのは、辛つらいことだと思った。いっそまったく会わなければ、きっと楽なのに、と恨めしく思ったりもした。


　だけど、どうしてだろう。


　顔を合わせずに済んで、ホッとしてもいいはずなのに、今俺は、なんでこんなに不安なんだろう。


　まるで、須藤という存在そのものが消えてしまったようで、妙に落ち着かなくて。


　例のアルバムで使用する写真は、全部俺の手元にある。もうこれを口実に、会いに行くことすらできない。


　彼に会う用事が、なにもない。


　雨の降る校庭のド真ん中に、ポーンと一人放り出された気分だった。


　須藤のいる場所が、こんなに遠いなんて、考えてもみなかった。


　そうして――今ごろになって、彼がいつも俺の場所を作っていてくれたことに気づく。


　部外者の俺が、用もないのに写真部に出入りして、好き勝手なことをしていられたのは、須藤が俺を受け入れてくれていたからだった。


　彼は、特に用がなくても、よく俺を訪ねてきた。


「飯、食いに行こう」とか、「帰り、暇？」とか。軽い調子で、話しかけてきてくれた。


　落ち込んでいたら、励ましてくれた。


　俺は彼の口車に乗せられて、へこんだ気分からすぐに浮上したものだった。


　それが……全部、なくなった。


　彼がしてくれたように、今度は俺からすればいいのかもしれなかったが、俺にはその勇気がない。


　こちらから避けたことは何度もあるくせに、反対に相手に避けられたからって、勝手にショックを受けている。


　話しかけて、無視されたらどうしよう、と思うと、足が竦んで訪ねることすらできなくて。


　今さらながら、自分の小心さが情けなかった。


　そのうえもっと情けないことに、心の隅っこのほうで、俺は密かに須藤を逆恨みしていたりもするのだ。


「避けるな」とか、「避けさせない」とか言いながら、避けているのはそっちのほうじゃないか。それなら、俺だって知るもんか――と。







□■□







　期末考査まで、二週間を切った。


　アルバム制作の作業は、大詰めを迎えて、委員全員が必死になっていた。


　期末前までにだいたいの作業を終えるというのは、絶対に動かせない締め切りなのではなく、ただの目安に過ぎなかったが、誰も夏休みを返上したり、二学期にズレ込んだりするのを歓迎しないのだ。


　俺も担当ページのレイアウトを済ませて、あとはイラストや小さいカットを描くだけだった。


　クラスページは、ほとんど原田がやってくれた。


　彼女は、先週有志を募ってプリクラを撮り捲まくり、それらを台紙いっぱいに貼はって、マーカーであれこれと好き勝手な台詞せりふを入れたり、色づけしたりしている。


　ギョッとするような派手なページになったが、これも何年かして見返してみれば、きっと笑っちゃうような懐かしい思い出になるんだろう。


「…終わりそう？　小早川くん」


　カットの下絵を描いていると、原田がそれを覗き込みながら聞いてくる。


「あと、もうちょい」


　答えると、彼女はコーラの缶を俺に差し出した。


「小池先生から、差し入れだって」


「へえ、珍しい」


　口くち煩うるさいばかりの学年主任からの差し入れに、驚いたのは俺だけではなく、みんな声を上げて大おお袈げ裟さなほどの歓迎ぶりだ。


　さっそくプルトップを開けて口をつけると、冷たい炭酸が喉のどに心地好かった。


「こーゆー作業してて、いろいろ差し入れしてもらえんの、けっこう嬉うれしいよね。食べ慣れてるもんでも、やけに美味おいしく感じちゃう」


　ニコニコ笑いながら、原田が言う。


　数日前から、彼女は前みたいに俺に笑って話しかけてくれるようになっていた。


　どうやら、俺に原田を避けるつもりがないことを、わかってくれたらしかった。


　もっとも――例の返事は、まだしてないんだけど。


　したらしたで、また顔を見てくれなくなるかなあと思うと、ちょっと気が重い。


　俺って、勝手かな。


　たとえそれが、好きでもなんでもない相手でも、嫌われたくないと思ってしまうのだ。こういうのって、八方美人って言うんだっけ？


　もともと要領がいいほうじゃないんだから、簡単にボロが出るくせに、ちっとも懲りない。


「忙しいとこ悪いんだけど、ここになんかチョコッとした絵、描いてもらえないかなぁ」


　四組のアルバム委員の山やま岸ぎしが、台紙を手におずおずと声をかけてきた。


「どれ？」


　俺はコーラの缶を置いて、彼らのクラスページを覗き込む。


「ここ。写真入れるには中途半端だし、白いままだと、なんか間抜けでさー。レイアウト失敗だったかなァ。っつっても、もうやり直すだけの、時間も気力もないんだよ」


　指で示された場所を見て、一瞬ドキッとした。


　余白の部分のすぐ上に、須藤の写真が貼られていたのだ。


　どうやら春の体育祭のスナップらしいその一枚には、珍しく須藤が大口を開けて笑い転げている姿が写っている。男子のリレーで、一位になった時のものだろう。あの時彼はアンカーで、最後の最後で三人抜いてゴールしたのだ。


　抜かれた一人は、ウチのクラスのアンカーだったから、俺は彼をスゴイと思いながらも、あとでブーブー文句を言った覚えがある。


「…どうかした？　やっぱ、無理？」


　山岸は、心配そうに俺を見ている。


「ん？　ううん。……なんか、須藤が笑ってる写真って珍しいんで、びっくりしちゃった」


「そうだろ！」


　彼はニンマリとほくそ笑み、それは苦労して手に入れたんだ、と言葉を継いだ。


「なんとかクラス全員の顔を、ここにも載せるつもりだったんだけどさ。不思議なことに、あいつの写ってんのがなかなかないんだよ」


「いつも、撮る側だからじゃないかな？」


　なんとなく呟くと、山岸は訝いぶかしげに首を傾げる。


「撮る側…？」


　ちょっと間を置いてから、彼はポンと手を打った。


「そっか。須藤って、写真部だもんな。でもさー、あいつ、人物撮らないんだって？　手伝ってもらおうとしたら、人間は撮らねーからって、断られちゃったんだよ」


「あれ？　だって、小早川くん手伝ってもらってたよね」


　横から、原田が口を出す。


「そーそー。俺も、それ知ってたからズルイって言ったら、あれは風景みたいなもんだからＯＫしたんだって。普段も建物とか花とか空とか、そーゆーのしか撮ってねーんだっつってたぜ」


　そうだっけ、と今度は俺が首を傾げる番だった。


　そういえば、そんな気もする。


　暗室で見せてもらった写真は、確かに、風景が多かった。カメラ雑誌に入選したのも、空に架かった虹を撮った、幻想的な写真だったっけ。


「んで、あいつの写真がなくて、困っちゃってさー。あいつのだけないなんて、なんか足りねーような気がして、気持ち悪いじゃん。あとからイチャモンつけられても困るし」


　と、そこでいったん言葉を切り、彼は得意げに小鼻を膨らませる。


「そこで、コネのコネで、譲ってもらったんだよ。これ、一年女子の隠し撮りらしいんだ。……きっと、本人がアルバム見たらブッ飛ぶぜェ」


　彼の言葉に、俺も「だろうな」と同意する。


　須藤がアルバムを開いた時の顔を、見てみたいな、と思った。きっと、悪戯いたずらに引っかかった時みたいに、バツの悪そうな顔をするだろう。


　でも――俺は、たぶん見ることができない。


　そういえば、こんな満面の笑顔だって、もうずいぶん見ていない。


　彼が、最後に俺の前で笑ってくれたのは、いつだったろう？


　思い出すのは、怒って俺を詰なじった表情や、苦しげな、痛みを堪こらえるような顔ばかりだ。


「じゃあな」と言って、さっさと踵きびすを返した時も、今思えば淋さびしそうな顔をしていたっけ。


「んじゃ、頼んでいい？」


　重ねて頼まれ、俺はいいよと頷うなずいた。


「これ、リレーのあとの写真の下だから、ギャグっぽく走ってる絵でも描いとこっか？　テープ切るとことか……そんなんでいい？」


「ＯＫ！　助かった～」


　大袈裟に拝む仕種をしてから、山岸は自分の作業机に戻っていった。


「…山岸くん、調子イイ」


　原田が不機嫌な顔をして、そう呟つぶやく。


「え？」


「ズルイわよ。ほかの行事ページならいいけど、クラスページなんて、そのクラスの委員だけでやるべきじゃない。小早川くんのイラストは、五組の特許なんだから」


　ぷうっと頰ほおを膨らませる姿に、俺のほうが恐縮してしまった。


「ゴメン！　俺、あんまり考えずに引き受けちゃって…」


「そうよ。小早川くんお人好しだから、ああいう要領のいい奴に、すぐ使われちゃうんだよなぁ。時間と気力がなくなってきてんのは、山岸くんだけじゃなくて、みんな一緒なのに」


　私が怒ることでもないんだけど、と原田はペロリと舌先を覗のぞかせた。


「手抜きしちゃえ、そのカット」


「おいおい」


　笑いながら、台紙を見る。


　何度見ても、須藤は明るく笑っていて、とても楽しそうだ。


　俺おれのいないところで、彼は今、笑っているんだろうか。


　考えると、胸が引き絞られるように痛んだ。








　グズグズしているうちに、俺の描かなきゃいけないイラストの仕事だけが残り、結局持ち帰って作業するはめになった。


　いつものことだけど、やっぱり貧乏くじを引いたような気がする。


　そんな時に限って、しなければいけない英作文コンポジシヨンの予習や、現国の宿題が重なった。


　俺は徹夜に近い状態で、それらすべてを仕上げ、結局翌朝寝過ごした。


　外は相変わらず鬱うつ陶とうしい雨が降っていて薄暗かったために、うっかり目覚ましを止めてからまた眠ってしまったのだ。ハッと目が覚めた時には、どう頑張ったところで、絶対遅刻間違いなしの時間になっていた。


　どうせ一時間目は体育でバスケの予定だったし、寝過ごしたとはいえ充分眠れたわけじゃなかったから、体力勝負のゲームなんてかなりしんどい。


　腹を括くくって、母には頭痛だと噓うそをつき、ゆっくり朝食を取ってから家を出ることにした。


　母は「それなら休みなさい」とうるさかったが、今日中に提出しなければならない版下は全部俺が持っている。第一、休んだりしたら本末転倒だ。なんのために昨夜頑張って、課題もイラストも終わらせたのかわからなくなってしまう。


　一時間遅れで家を出ると、バスは空いていて快適だった。


　渋滞もまったくしていなくて、一時間目終了十分前に学校に到着した。


　悠々と昇降口に向かっていると、自転車置き場の方角から、バシャバシャ水たまりを蹴け散ちらして、誰かが走ってきた。


「あれ……小早川サン？」


　士朗だった。――あのあと水谷に、彼の名字は矢や沢ざわだと教えてもらった。こんなに華きや奢しやで、頼りなげなくせに、サッカー部ではレギュラーメンバーだというのだから驚きだ。


「おう。オハヨ」


「…って、落ち着いてるー。俺、超寝坊しちゃって、激ヤバ！」


　雨の中、彼は傘を差して自転車をブッ飛ばしてきたらしい。髪も、シャツもズボンも、ビショビショに濡ぬれている。


「風邪ひくぞ、そんな格好してたら。…どうせ間に合わないんだから、体操服ジヤージに着替えてから教室行けば？」


「えーっ、それどこじゃないって！　なんで、小早川サンそんなに落ち着いてられんの？　俺、遅刻あと二回で、親に連絡するって言われてて…」


　今日しちゃったから、あと一回になっちゃったよ、と彼はアタフタ狼狽うろたえている。


「俺、親の承認印持参だから」


「ズリィの。…って、どっか具合悪いんだ？」


「いや、ただの寝坊」


　サラリと答えると、彼はますます〝ズルイ〟を連発する。


　笑いながら三年の下駄箱に向かおうとすると、士朗は実にさりげなく問いかけてきた。


「この間の……仲直り、した？」


　さすがに即答できなくて、唇をハクハクさせていると、彼は、


「あ、まだしてないんだ。すっげー長期戦。だいじょぶ？」


　なんて、感心したみたいに口にする。


「……俺、あん時は、土下座して謝ってくるまで許すなって言ったけど――そろそろ許したげたら？　だってもう…」


　言葉を途切らせて、士朗は数えながら指を折る。


「…あれから、半月以上経ってんじゃん！　ホントに仲直りしてねーの？　許してくれって、泣きついてこない？」


　こないよ、と俺は素っ気なく答えた。


「……あれっきり、顔も見てない」


「どうして!?」


「どうして…って…」


　思わず言葉を詰まらせた。


　士朗は目を真ん丸にして、なおも「どうして」をくりかえす。


「だって……会わないものは仕方がな…」


「会いにいかねーの？」


　いよいよ、返す言葉が失くなった。


　彼にしてみれば、当然の素朴な疑問だろうが、俺だって葛かつ藤とうしてるんだとばかりに、フイと顔を背ける。


「平気なのか？」


　ピョコピョコと飛び跳ねるように、彼は俺に駆けよってきた。


「そんなに長い間、顔も見なくて平気？」


　重ねて聞かれたが、それにも答えようがなくて。


「……信じらんねーや。俺さぁ、部外者だから、喧けん嘩かの原因とかよくわかんねーけど…――でも、べつに小早川サンのほうから会いにいっても、恥じゃないと思うぜ？」


　屈託なく言われて、俺は唇を嚙かんで俯うつむいた。


「そりゃ…あんなひでーことされて、どうしても許せなくって、今でも腹立って顔も見たくねーとかゆーんじゃ、しょうがないと思うけど。でも……そんなことないんじゃない？」


　俯いた俺の顔を、彼はわざわざ下から覗き込んでくる。


「あ……会いに、いって…、無視されたらどうするんだよ」


　言った途と端たん、後悔した。相談する相手を間違えてる。後輩相手に、なにを聞いているんだか。


「そしたら、取っ捕まえて、文句言ってやりゃいーじゃん」


　士朗は笑いもせずに、ケロリとした表情で答えた。


　すぐそばにある小さな顔を、俺は呆ぼう然ぜんと見返した。


「あん時水谷サンが、自分の気持ちから逃げちゃ駄目だって言ってたろ。……俺、今の小早川サン、逃げてるように見える」


「生意気言うなよ」


　知ったような口振りに、つい嚙みつくように言い返してしまう。


　怒るかな、と思ったが、彼はヒョイと肩を竦すくめて舌を出し、「ゴメン」と小さく呟いた。


「考えてみたら、先輩なのに俺タメ口叩たたいてんもんなー。スミマセン」


　深々とお辞儀をして、士朗はくるんと踵きびすを返す。


「待…っ」


　慌てて肩を摑つかんで、引き止めた。


「ゴメンは、俺のほう。……ゴメン。痛いとこ突かれて、ついムキになった」


「……俺にはそーやって、素直に言えるのにね」


　フゥとため息をついてから、彼はヘラッと笑みを浮かべる。


「仲直り、できるといいね。小早川サンだって、このままバイバイしたくないんだろ？」


　一瞬マジマジと彼を凝視みつめてから、俺はゆっくり頷いた。


　頭上で、一時間目の終了を告げる鐘が鳴る。


「あっ、ヤベッ。じゃあ、俺行くね。小早川サンも、急いだほうがいいよ」


　言うが早いか、彼はさっさと二年の下駄箱に向かって駆けていった。


　彼の背中を見送ってから、俺はのろのろと下駄箱の前で靴を履き替える。教室に向かおうとすると、階段の上から、パタパタ駆け下りてくる足音が聞こえてきた。


「小早川くん!?」


　原田だった。


　体育館から走ってきたのか、まだ体操服ジヤージのまま着替えてもいない。


　俺は「遅刻しちゃったよ」と笑いながら、軽く手を上げる。


「よかったァ。昨日、残りの仕事全部持って帰ったから、過労で倒れちゃったのかと思って…」


　大おお袈げ裟さな台詞せりふに、まさかと笑い飛ばす。


「体育館でも姿見えなかったし、欠席かどうかも、誰も知らないみたいだったし。…おウチに電話してみようかなーと思って、走ってきちゃった」


　はにかんだような笑みが、彼女の頰に浮かぶのに、後ろめたさが胸を締めつける。


　一時期気まずくなった時はべつとして、俺は最近、原田のことをほとんど考えなくなっていた。


　彼女は、俺の姿が見えないからというだけで、きっと心配して、着替えもせずに電話をしに行こうとしてた。


　でも――俺の頭の中には、これっぽっちも彼女は存在してなかった。


「原田、……ごめんな」


　ポツリと告げると、彼女は、いいよいいよと手を振った。


「私が勝手にお節介焼こうとしてただけ。あ…着替えてこなきゃ」


　そう言って、回れ右しようとしたのを呼び止める。


「そうじゃないんだ。今、謝ったのは…」


　原田は数段高い位置から、ゆっくりと俺を見下ろした。


　その顔からは一瞬で微笑ほほえみが消えて、頰が固く強張り始めているのがわかる。


「前に言われたあれ……やっぱり、駄目だ。ゴメン」


　潔く頭を下げた。


「…前にって――…受験が終わったら考えてくれるって言った、あのことだよね。まだ……受験、終わってないよ」


　震える声で、彼女は言った。


「うん。終わってないけど、決めたんだ」


「好きなひと、できた？」


「わかんねー。でも、そうかもしれない」


　変な言い方、と彼女の口調が責めるような響きを帯びる。


「……そんなふうに言われるかなって、なんとなく思ってたけど」


　責められてもしょうがないと、俺は覚悟を決めてまっすぐに彼女を見返す。


　原田は泣きそうな顔をしていたが、泣かなかった。


「でも、だったら最初に言ってほしかった。小早川くん、何度も私に期待させたんだよ」


「ゴメン」


　それ以外に言う言葉が見つからない。


　須藤に言われたとおり、俺は残酷なことをしていた。そんなつもりじゃなかったけれど、原田の気持ちを弄もてあそんでいたのだ。


「……もう、卒業式まで口きかない」


「え…っ」


　びっくりして声を上げた時には、もう階段を駆け上る彼女の後ろ姿しかなかった。


　心臓を、素手で摑まれたのかと思った。それほど、今のひとことは、俺にけっこうなダメージを与えていた。


　原田の姿に、瞬間、須藤がダブッた――っていうのも、失礼な話だけど。


　でも、ホントにダブッた。


　原田に期待させて、最終的に傷つけてしまった俺の罪。それに与えられた罰が、二度と彼女が口をきいてくれないことなら。


　俺は今、須藤からの罰も受けているような気がする。


　気持ちも足も、ますます重くなり、トボトボと階段を上る。


　そうして、こんな時に限って、思わぬ偶然が俺に追い討ちをかけた。


　四組の教室の前に、須藤がいたのだ。


　半月以上目にしていなかった彼の姿に、困ったことに胸が高鳴った。


　もう全部忘れて、全部なかったことにして、「よう、久しぶり。元気？」と声をかけたいくらいだった。


　だけど、そんなことが本当にできるかっていうと、そうではなくて。


　しかも、彼は、中山美里と一緒にいた。


　例の、二年の時につきあっていた彼女だ。


　――もうとっくに別れたんじゃなかったっけ、と、頭の中でシラケたような声がする。


　中山は相変わらず綺き麗れいで、須藤と並んでいると、まるでテレビの学園ドラマから抜け出たようだった。そこだけ、空気の色までもが鮮やかに彩られているようだ。


　俺は場違いな自分を感じながらも、まっすぐに彼らに近づく。


　――さっき士朗に、俺は逃げてるって言われた。


　言われるまでもなく、わかってた。


　そろそろ答えは出ているんじゃないかと、水谷に言われてもいた。


　確かに、答えはもうとっくに出ていたんだろう。


　ただ、俺がそれを認めようとしなかっただけで。それから逃げようと、目を背けていただけで。


　俺が今しようとしているのは、恥ずかしいことなんかじゃない。


　どんなにみっともなくても、かまわない。笑われてもいい。


「おはよう」


　中山と談笑している須藤に、俺は小さく声をかけた。


　須藤はびっくりしたように俺を見て、それから――なにごともなかったように、視線を中山に戻した。


「…ちょっと、話したいんだけど」


　萎なえそうになる勇気を、自分で叱しつ咤た激励しながら、俺はなおも言葉を継いだ。


「須藤」


　名前を呼ぶと、彼は仕方なさそうにチッと舌打ちする。


「……もう二時間目始まるぜ」


　抑揚のない口調だった。


「じゃあ、昼休み」


　負けるものかと、食い下がる。


「昼休みは、先約があるんだ」


　中山が、ふいに得意げな表情を浮かべて俺を見た。


　――ああそうか、彼女と約束したんだ、と悟る。


　こんなふうに断られたのは初めてだったけど、考えてみれば、今までなかったこと自体が不思議だったのだ。


「それなら……放課後」


　そこまで俺が粘るとは思わなかったのだろう。


　須藤の目が落ち着きを失った。


「放課後、居残り禁止だよ。今日から、試験一週間前だもん」


　小馬鹿にしたように、中山が言った。


　色つきのリップで薄紅色に染まった唇を、ちょっと尖とがらせる仕種がどことなく小憎らしい。


「……るせーよ」


　吐息にも似た、聞き取りにくい低い呟つぶやきに、俺は「えっ」と聞き返す。


「…わかった。放課後な」


　突き放すように告げられて、あとはもう引き下がるしかなかった。


　ありがと、と呟いて、俺はそそくさと彼らのそばを離れる。


「和哉って、相変わらずー」


　つまんなーい、と言う中山の声が、背中にブチ当たった気がした。それに対する須藤の声は、聞こえなかった。


　逃げるように五組の教室に入り、「おせーぞ」という周囲の野次に出迎えられる。


　水谷はニッと笑っただけで、あとは知らん顔だった。手元のパソコンの専門誌らしき本を、熱心にパラパラ捲めくっている。


　原田の姿は見当たらなかった。


　込み上げてくる胸の痛みに、仕方ないんだと言いわけする。


　恨まれても、憎まれても、俺にはああ言うしかなかった。あれしか……言えなかった。
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「…なに？」


　話しかけるために総動員したなけなしの勇気が、須藤のこんな素っ気ないひとことで、簡単に萎しぼんでしまう。


　――お前なんかと話している暇はないんだ、用があるんなら早く済ませてくれ。


　口に出さなくても、須藤の顔にはデカデカとそう書いてあるようだった。


「しばらく……会わなかったから、どう、してるのかな…って」


　彼の顔を直視することができなくて、俺は俯うつむき加減に早口で告げた。


　放課後、とりあえずは約束どおりに、彼は俺と会ってくれた。期末試験一週間前で、部活動は禁止になるから、物理室には誰もいない。


　準備室や暗室と違って、ここはダダッ広くて、窓が開いているせいか、あまり空気の重さは感じなかった。


　だけど、こうして真正面で向かい合ってみると、やっぱり気迫負けしてる。


「べつに、どうもしてねーよ」


　話ってなんだよ、と須藤はイライラしたように再度口にする。


「もしかして……俺と会わないようにしてた？」


「してたさ」


　間髪入れずに返されて、息の根を止められたかと思った。


「…ど…して？」


　声が震える。


「会わねーほうがいいから」


　それだけ言って、須藤は話は終わったと言わんばかりに、鞄かばんを小こ脇わきに抱えて帰る素振りを見せた。


「待てよ！　なんで、会わないほうがいいんだよ？　さ、避けんなっつったの、お前のほうだろ!?」


　これ以上はないくらい狼狽うろたえながら、俺は叫んだ。


「……そうだな。そんなこと、言ったよな。――忘れてくれよ、俺が悪かった。もう二度と、お前の前に顔見せねーから。…それでチャラにしてくれなんて、調子のイイことは言えねーけど、頑張って前向きに生きてってください」


　茶化したような棒読みの台詞せりふに、カッと頭に血が上る。


「…フザケんなよ。……なんだよ、それ」


　俺のそばを擦り抜けようとした須藤を、力任せに引き止めた。脇に挟んでいた鞄が、ドサリと床に落ちた。


　彼はなんでもなかったように、身を屈めてそれを拾う。


「フザケてなんかねーよ」


　ボソリと呟かれるのに、だったらなんで、と理不尽な態度になおさら腹が立った。


「フザケてんのは、お前のほうだろ」


　続けられた言葉の意味がわからない。


「……俺の顔なんか、見たくもねーだろ？　だから、見せねーようにしてやってんだよ。それなのに、なんでわざわざ訪ねてくんだよ。……馬鹿じゃねーの、お前」


　思わず手を振り上げていた。


　パチンという音がして、掌てのひらに鈍い痛みを感じる。


「あ…」


　ひっぱたいてしまった俺のほうが、動揺していた。須藤は微動だにせず、顔色一つ変えやしない。


「…ごめん」


「なんで、謝んの？　お前には、殴る権利があるんだぜ？　百発殴られたって、俺はそれで許してもらえるなんて思ってない。俺はもっとひでーことした。気ィ失って倒れるほど、お前のこと追い詰めて、平気で蹂じゆう躙りんして……そばにいたら、たぶん何度でも同じことくりかえす」


　身勝手な言い分を並べたてられ、咄とつ嗟さに返す言葉が見つからなかった。


「さすがに反省したさ。水谷に説教されたからじゃねーよ。死んだみてーに動かないお前抱えて、よっくわかった。俺じゃ駄目だ。お前のこと壊しちまう。だから、離れてやったんだよ。絶対に手が届かない位置にいれば、なにもできない」


「須藤、俺は――…」


「それなのに、馬鹿だよ、お前」


　口を挟みかけた俺を無視するように、須藤は一方的に捲まくし立てる。


「なんで、戻ってくんの？　あんなふうに扱われて、まだ友達でいようとか言うわけ？　俺は親友レイプすることなんか、なんとも思わないケダモノだぜ？」


「なんとも思わなくないだろ！」


　わざと自分を卑しめる言葉を選ぶ彼に、俺は語気を強めた。


「なんとも思わないなんて、噓うそだよ」


　くりかえして、つけ加える。


「なんとも思ってないなら、俺から離れようなんて思うはずない。須藤は……なにか思い違いしてる。あれはレイプなんかじゃないよ。こないだのも、中三の時のも。だって――俺、抵抗しなかったろ？」


　言った途と端たん、彼はハッと呆あきれたように嘲せせら笑わらった。


「いい加減にしろ！」


　怒鳴られて、ビクリと身を竦める。


　俺を睨にらんだ須藤の目は、もう嘲ちよう笑しようを浮かべてはいない。瞳ひとみには、きつい光と悲しげな陰りが混在していた。


「どこまでお人ひと好よしなんだ、お前。……それで、俺がドウモアリガトウとでも言うと思ってんのかよ！」


　持って行き場のない怒りを鞄にぶつけでもするように、彼は手にしていたそれを、床にブチ撒まける。





　――須藤って、大人っぽく見えるけど、中身は案外子供だよね。





　そう言った、水谷の言葉を思い出した。


　確かに、目の前の彼は、欲しいお菓子を買ってもらえずに駄々をこねている、子供のようだ。


「お前が欲しいのは、親友の俺だろ？　物分かりのいい顔をした俺が、そばにいればいいのか？　それと引き替えに、俺がああいうことしたいって言ったら、我慢するとか言うわけか？」


　冗談じゃねーよ、と彼は憎々しげに呟つぶやいた。


「……なんで、そんなに急ぐの？」


　やりきれない思いが込み上げてくる。


　俺はその場にしゃがみ込み、ブチ撒けられた鞄の中身を拾い集めようとした。


「なんでそんなに、須藤一人で、どんどん先に行っちゃうんだよ…っ」


　彼を責めるでもなく、俺はそう口にする。


　士朗と話した時、俺は士朗を羨うらやましいと思った。


　士朗の気持ちは、まだ水谷の想いについていっていない。だから、水谷は待つという。


　誰かと比べたりするのはよくないのだろうけど、水谷のようになぜ須藤は待ってはくれないんだろうと、俺は思った。


　バインダーノートや、テキストを手元に引き寄せ、少し離れた場所に、ボロッちい茶封筒が落ちているのに気がついた。


　手を伸ばしてそれを拾うと、見た目どおりにボロかった封筒は、折り目の部分がピリリと裂けて、中に入っていた写真がバサバサと溢あふれ出てしまった。


「ごめ…」


　現れた写真を見て、俺は目を疑った。


　一番上に、自分の顔があった。


　それも、すげートボケてる、みっともない表情。


　アルバムに載せる写真撮影に協力してもらった時、フィルムが一枚残ったからと、シャッターを押されたものに違いなかった。


　俺はうっとりと、カメラを見ている。違う――正確には、写真を撮っている須藤に見み惚とれていたのだ。


　なにげなく次の写真を捲めくると、そこにも俺がいた。


　それは、いつ撮られたものか覚えがない。


　望遠レンズを使っているのか、ピントは俺だけに合わせられていて、周囲はボケている。


　その次も、そのまた次も、写っているのは俺ばかりだった。


　自分では滅多に見れない、日常のさりげない表情が、この写真の束に詰まっている。


「……ストーカーみてーで、気持ち悪ィって思ってんだろ」


　いまいましげに、須藤は吐き捨てた。


「処分するつもりで、持ってきたんだ。それだけだよ」


　言いわけがましくつけ加えられた台詞を、俺はあえて無視した。


　黙って写真を捲っていくと、驚くほど昔の写真もあった。今より丸い顔をして、学生服と学帽を被っているものだ。中学時代の俺だった。


　知らなかった。


　彼はこんなに前から、俺の写真を撮っていたのか？


「これ……処分するなら、頂戴」


　返事はない。


「いいだろ？　どうせ捨てちゃうんだから。……俺にやるのが嫌だったら、捨てたあと、俺が拾ったんだってことにすればいい」


「なに…言って…」


　須藤は、混乱しているような素振りを見せた。


　視線がウロウロと定まらず、どう言えばいいのか言葉が見つからないようだった。


「……四組のアルバム委員の…山岸が、言ってた。須藤は、人間撮らないって。だけど――俺のこと、撮っててくれたんだから、大事にする」


　キッパリと言い切って、俺は写真を自分の鞄にしまいかけた。


　途端に、須藤は飛びかかるようにして、俺の手から写真を奪おうとする。


「駄目だ！　返せよ」


「嫌。…どうせ、処分するんだろ？　だったら、いいじゃないか！」


「駄目だ、絶対、駄目！」


　俺は渡すものかと、両手で胸の中に写真を抱え込んだ。


「俺、こんなに前から、お前が俺のこと撮ってたなんて知らなかった。全然気がつかない、鈍感だった」


「いいから、よこせよ！」


　息がかかりそうなくらい近い位置で、小競り合いが起きる。


「処分されたら、忘れてしまう。鈍感で、残酷で、馬鹿だった自分のこと。だから……俺にくれよ！」


「駄目だ！　それは、大事なものだから…！」


　叫ぶように言った須藤の顔が、サッと強張る。


　同時に力の抜けた俺たちの間で、写真はバサリと床に落ちた。


　やるせないようすでかぶりを振り、彼は床に膝ひざをついた。両手で写真を拾い、その表面を、彼の細長い指が愛いとおしそうに撫なでる。


「……俺には、もうこれしかねーんだから…っ」


　泣きそうな声で、須藤が言った。


「なんで、そうやって、なんでも自分一人で決めちゃうんだよ…」


　泣きたいのは、俺も同じだ。


「……知らずに四年も五年も待たせて、ちっとも気づかなかった俺を恨んで……それで須藤がああいう行動に出ちゃったのを……俺には責める権利なんかないよ。ただ、もっと早く気づかせてくれたってよかったのにって思う。どうして最初にキスした時に、言ってくれなかったんだよ」


　そうすれば、いくら俺でもちゃんと考えたのに、と語尾がちょっと恨めしくなる。


「言ったら、逃げただろ」


　俯いたまま、彼はポツリと口にする。


「言わなくても逃げたくせに。……言えるわけねーだろ」


　ぐうの音も出なかった。


　どんなに言いわけしたって、俺が逃げた事実を――過去を覆すことはできない。


「お前のは、ただの好奇心だった。そんなこと、最初っからわかってたさ。ただ、キスしてみたかっただけだろ？……俺は、それにつけ込むしかなかった」


　座り込んでいる彼の肩が、やけに頼りなげに見えた。実際には、俺よりずっと肩幅が広いのに、目の前で震えている肩は、なんだか弱々しくて。


「……ゆっくり行為を重ねてくうちに、もしかしたらって思わないこともなかった。お前は、なにも考えてないみたいだったし、俺が触っても舐なめても、拒否しなかった。だから……我慢できなくなった。あのころは、今よりもっとずっと、俺、ガキだったから…」


　好きな相手が目の前で無防備に寝転がってて、平気でいられるわけねーよ、と彼は自じ嘲ちよう気味に呟く。


「でも――失敗して、絶交されて。後悔しても、遅かった。あんな失敗、二度とくりかえさないようにしようって、心に誓ってたけど……やっぱり駄目だ」


　真しん摯しな瞳が、俺を見上げる。


「お前のこと、大事にしたい。それなのに、駄目なんだ。そばにいるのが、苦しい。どんなに望んでも手に入らないのなら、いっそのこと全部ブチ壊しちまおうって衝動が湧わき起こってくるのを止められない」


「須藤、俺は…」


「お人好しのお前が、それを許すって言ったとしても……俺は、自分が許せない。許せないのに、やっぱり欲しい。ジレンマだよ。ムチャクチャだよ。もう――終わりにしたいんだ」


　苦しいの嫌なんだ、と言われて、俺はもうなにも言えなくなった。


「ごめんな、今まで。でも、誰よりも好きだったよ。きっと、お前ほど好きになれる奴やつなんて、欲しいと思う相手なんて、一生かかっても見つからない。お前だけ……諭だけだった」


　のろのろと彼は立ち上がる。


　大事そうに写真を揃そろえて、鞄かばんにしまう。


「……待ってて…って、言っちゃいけないのかよ！」


　たまらなくなって、声を上げた。


「お前のベクトルは最初から恋に向かってて……ずっと一人で悩んで、苦しんで、考えて……それに俺は気がつかなかったんだから、こんなこと言っちゃいけないって…っ」


　立ち去ろうとする須藤のシャツの裾すそを、俺は手を伸ばして握りしめる。


「わかってるよ！　わかってるけど、しょうがないだろ！　お前には五年前から始まってたことでも、俺には…この間始まったばっかりなんだ！　一人で、お前はどんどん先に走っていって、俺には遠くに背中が見えるだけで…。待って、って……待ってって、叫んでんのに…っ。お前には聞こえない。お前は、聞いてくれないんだ…！」


　須藤の視線が、じっと俺に注がれる。考えすぎかもしれないけれど、その眼まな差ざしは、まるで俺を責めているようにも思えた。


「そりゃ…先のことはわかんねーよな。そんなわかんねーことで、人待たせんなって、原田のことで須藤怒ったよな。原田も怒ったよ。駄目なら最初に言えって、卒業まで口きかねーって言われたよ。でも……わかんねーんだよ！　だって、気持ちって変わるだろ!?」


　ああ――もう、自分がなにを叫んでいるのか、なにが言いたいのかわからなくなってる。


　だけど今、このまま須藤と離れ離れになってしまいたくない。それがかえって彼を苦しめるとわかっていても、自分勝手と責められても、失くしたくない。


「五年後の気持ちや、十年後の自分なんて、お前だってハッキリ言えやしないだろ？　来年の今ごろ、自分がどこでどうしてるかなんて……わかるかよ!?　だったら……俺の気持ちも、変わってるかもしれないじゃないか！　昨日の好奇心は、今日はまだそうじゃなくても、明日には恋になってるかもしれないだろ！　なる可能性とか、ならない保証とか、誰にもわかんねーだろ！」


　須藤は、なにも言わない。


　びっくりしたように、俺を見ている。


　興奮しすぎて、頭がクラクラしてきた。息が詰まって、なんか――死んじゃいそう。


「それなのに……待ってって言うのは、いけないことなのかよ…っ」


　言い切った途と端たん、涙がブワッと溢あふれた。


　身体からだ中じゆうが震えて、子供みたいに俺はしゃくり上げた。


　須藤はやっぱりなにも言ってくれなかった。


　もう、これ以上は俺には言えない。思ってることを、全部言ってしまったと思う。


　彼を引き止める術すべは、もうなにもないのだ。


　サヨナラなんだ、と胸の内で呟つぶやくと、ますます涙が止まらなくなった。


　握りしめていたシャツから手を離すと、皺しわが寄ってクシャクシャになっていた。そのシャツの白さが、目の前いっぱいに広がって……。


　いきなり、グイと顔を拭ふかれる。


「……ぇ…？」


　頰ほおに、木綿の感触がした。


　須藤が着ていたシャツを脱いで、豪快に泣きじゃくっている俺の顔を拭ぬぐったのだと、かなり遅れて気がついた。


「…鼻、かめば？」


　静かに、彼は言った。


「――…って、……こ、れ……っ、おま…――…シャツ……ッ」


「いいよ」


　いいと言われても、さすがにハイそうですかと、ワイシャツで鼻をかむわけにはいかない。


「…俺、待っててイイの？」


　唐突に呟いた、須藤の声も震えていた。


「きっとまた、お前のこと傷つけるよ。ひでーことして、ブッ壊すよ」


　それでもイイの、と彼の唇が続ける。


　俺は頷うなずいた。


　何度も頷いた俺の顔を、須藤は包んだシャツごと抱え込んだ。


　シャツ越しに、彼の腕の温もりを感じて確信した。


　もう――これは、恋だ。
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　期末試験の最終日、空はカラリと晴れ上がっていた。


　梅雨ももう明けるのだろう。


　日程をすべて終了し、校舎内には活気が戻った。部活動は解禁になり、体育系の部員たちがワラワラ校庭に走り出す様を、俺は屋上から眺めている。


　それから、澄み渡る青空を見上げ、容赦ない陽射しに照らされながら、深く息を吸い込んだ。風からは、微かすかに夏の匂においがしている。


「あ、ホントにここからだと、視聴覚室丸見えだなぁ」


　俺のあとからやってきた水谷が、少し離れた位置の手て摺すりに凭もたれて、呑のん気きそうに声を上げる。


「…こりゃ、気をつけないとヤバイよな。こんなに見通しいいなんて思わなかったよ」


　感心したように続けられるのに、俺も彼のそばに立って、向かい合った校舎の窓を見下ろした。


　視聴覚室の窓には、今は誰の人影もない。


　士朗は、すでに校庭で走り回っていた。


「試験も終わったし、やっと休みだな」


　水谷は屋上からの眺めを確かめるように、場所をあちこち移動し、校庭にいる士朗に気づいたようだ。穏やかな表情を浮かべて、彼の姿を目で追いながら、口先だけで俺に話しかける。


　明日からは一週間の試験休みで、登校日と終業式を済ませば、あとは四十日間の長い休みだ。


　高校生活最後の夏がやってくる。


「休み、どうすんの？」


　視線を校庭に釘くぎ付づけたままの水谷に問いかけられて、「まだ考えてない」と答えた。


　夏期講座の申し込みはしてあるけれど、勉強ばかりじゃやりきれない。


「須藤とどっか行かねーの？」


「どうしようかな」


　勿もつ体たいつけるわけでもなく、俺は曖あい昧まいに返事を濁す。


「うまくいったって言ってなかったっけ？　もう喧けん嘩かしたのか？」


　ようやく俺を見て、目を丸くした彼に、思わずプッと噴き出した。


「してないよ。…でも、試験中あんまり会わなかったし、夏休みの話題なんか出なかったなァ」


　それどころじゃなかったもんな、とつけ加えると、水谷は気まずそうに口を噤つぐんだ。


　そんな深刻な顔しなくても大丈夫だよ、と、俺はますます笑いが止まらなくなる。


　あの日――物理室で大泣きして、俺たちの間でなにかが変わった。


　それは、目には見えないなにかで、口に出して確かめたわけでもないし、もちろんあのあと須藤とキスしたとか、エッチしたとか、具体的になんらかの進展があったわけでもないんだけど。


　試験前だったこともあり、俺たちは肩を並べて帰途につき、そのまま別れた。


　学校でも、無理して会おうとはせずに、偶然トイレで会ったり、下駄箱で会ったりすれば、気軽に声をかけあう。


　それらは、須藤の気持ちを知る前とあまり変わってはいないけれど――やっぱり、どこか違う。


「それよりさ、試験終わったら聞きたいって思ってたんだけど…」


　おずおず問いかけると、水谷は「なに？」と人のよさそうな表情を浮かべて俺おれを見た。


「前に……俺、ブッ倒れて世話になったことあったじゃん」


「うん？　ああ、あの時ね」


「そう。あの時、須藤もいたけど、先に帰らしたって言ってたよね」


　水谷は、頷いた。


「須藤に、なんて言ったんだ？」


　彼は俺の質問には答えずに、「須藤、なにか言ってた？」と反対に聞き返した。


「水谷に説教されたって」


　須藤の言葉のまま口にすると、彼はハハハと抑揚なく笑う。


「説教……っつーかさー。もう、見てらんなかったからさ。だから、まあよけいなひとことをね…」


　言いにくそうに、ちょっとそこで言葉が止まった。


「よけいなひとことって？」


　俺はなおも食い下がった。


「こんなふうに、気持ちを押しつけて、追い詰めて、それで満足なのかって。もし満足してるんなら、ケダモノ以下だなって言ったらさァ…」


「言ったら？」


「すっげーおっかねー顔して、睨にらまれたよ。士朗がいたし、俺も引くに引けなくなっちゃって、愛情っていうのはもっと優しいものだろうって、わかったようなこと言っちゃったんだけどね」


　水谷は、照れたように口元を綻ほころばせる。


「あいつも負けてなかったな。恋っていうのは、奪うもんだって。奪ってどこが悪い、なんて逆ギレしやがってさ」


　庇かばいようがなくて、俺はヒョイと肩を竦めた。


「もう話になんなくって、つい、突き放しちまったの。じゃあ、もう奪ったんだから終わりだろう。奪って満足したんだから、お前の恋は終わったんだな――そう言ったら、すげー悔しそうだったけど、それきり黙って帰ってったよ」


　水谷はため息をついて、うるさそうに前髪をかきあげた。


「俺もムキになって、言い過ぎちゃったよなぁ。……あいつ、怒ってた？」


　ううん、と俺は首を横に振る。


「反省してたみたいだよ。…それなりに」


「それは――」


　彼は目をパチクリさせてから、「よかった」とつけ加える。俺たちは顔を見合わせて、少しだけ笑った。


「じゃあ、とにかくうまくいきそうかな？」


「水谷は？」


　聞き返すと、水谷はウーンと低い声で唸うなる。


「まだ先は長い感じだなぁ」


「そうかな？　俺、士朗はもうＯＫだと思うけど。……そろそろやっちゃえば？」


　ちょっと声を潜めて告げると、彼はいきなり噎むせ返った。


「お前なー。言うにことかいて、なんてこと言うんだよ。まさか、小早川がそーゆーこと言うとは思わなかったぜ」


「……ごめん」


　シュンと項うな垂だれてから、俺は「でもね」と言葉を継ぐ。


「俺……犯やられた時は、やっぱショックだったし、腹立ったし、悲しいのか悔しいのかわかんないくらい、パニック状態だったけど――きっと心のどこかで、とっくに許してたんだろうな。相手が須藤じゃなかったら、許す許さない以前の問題だったんだろうけどさ。きっと、ブッ殺しちゃったよ、相手のこと」


「それ、一種のノロケか？」


　ゲンナリしたように呟つぶやいてから、水谷は空に向かって手を上げて、大きく伸びをした。


「前に、俺は小早川よりも須藤の気持ちがわかるかもしれないって、言ったことあったろ？　あれ、前言撤回。たぶん、俺は須藤よりも小早川に近いね」


「え？」


　どういう意味か、よくわからなくて聞き直す。


「奪うよりも、与えたいんだよなー」


「俺は…」


　そんなに格好イイもんじゃないよ、と言いかけた言葉を飲み込んだ。


　そうだとは言いきれないけど、そうなりたいとは思う。


「あ…！」


　ヤバイ、と水谷が小声で言った。


　その視線が背後に向けられているのに、俺も後ろを振り返る。


「すっげー、超怖こえェ。俺、緊急退避する」


　屋上の出入り口に、須藤が姿を現したのだ。彼は俺たちをまっすぐ凝視みつめ、鬼気迫る形相で、競歩みたいなスピードでこちらに近づいてくる。


　水谷は「じゃあな」と軽く手を上げると、須藤からかなり離れた位置をわざわざ大回りして、立ち去ろうとした。


　せっかく遠回りして校舎内に入ろうとしている水谷に、須藤はわざと距離を縮めていき、なにやら罵ば声せいを浴びせかけた。


　俺の場所からは、彼がなにを言ったのかまでは聞き取れなかった。吠ほえて威嚇しただけかもしれない。


　水谷は、ギョッとしたようにその場で飛び上がり、そのまま入り口にスッ飛んでいった。


「……須藤…？」


　なにやってんだよ、と俺が言うよりも早く、須藤が声を上げる。


「なに話してたんだ、あいつと」


　喧嘩を挑む子供みたいな口調に、つい噴き出してしまった。


　途と端たんに、彼はムウッと眉まゆを顰しかめる。


「…須藤のことだよ」


　笑いながら、俺は言った。


「あと、水谷の年下の恋人の話」


　具体的に問い詰められるかな、と思いきや、彼はフーンと頷いて、俺の隣にやってきた。そのまま手て摺すりに背中を凭もたれさせ、じっと俺の顔を見ている。


「……なに？」


「吹っ切れたような、顔してる」


　そう言って、須藤はフフンと笑った。


　見み惚とれてしまいそうな、イイ笑顔だ。彼のほうが、よほど吹っ切れたような表情に見えた。


「試験が終わったからだろ」


　照れ隠しに素っ気なく答えて、「どうだった？」と問いかける。


「駄目だな。……勉強どこじゃなかったし」


「俺も」


　お互いにため息をついて、二人して肩を落として俯うつむいた。そのくせ、口元が緩むのを止められない。


　試験の結果を考えると、担任に呼び出されるんじゃないかなとすら思えるくらいヤバイのに、まるで他人事みたいで、たいした問題じゃないような気がしてる。


「…なんで、屋上にいるってわかった？」


「下から見えた」


　即答されて、指差される方角を見下ろした。


　どうやら彼は、職員室前の廊下の窓から、屋上を見上げたらしい。


　上から丸見えってことは、下からもそれなりに見えるんだよなぁと、変なことに感心する。


　須藤の手には、大事そうにカメラが抱えられていた。


「なに撮ってたの？」


「雲」


　真っ青な空に、ぽっかりと真綿を丸めたような白い雲が一つ浮かんでいた。須藤の好きそうな構図だ。


「そしたら、ファインダー越しに諭が見えて、隠し撮りしようかと思って望遠つけたら、隣に水谷の野郎がいたから」


　語尾がちょっとだけ憎々しげな響きを帯びるのに、もう苦笑するしかなくて。


「もう、隠し撮りなんかしなくてもいーじゃん」


　そう言うと、須藤は困ったようにカメラを凝視める。


「もともと、お前撮るために始めたから」


「え？　そうなのか？」


　びっくりした。


　人間を撮らないはずの須藤が、俺のことだけ撮っていてくれたのかと、実はちょっと感激してたんだけど――それって順序が逆だったわけ？　俺を撮るのが、もともとの目的だった？


「前に、写真が好きならカメラマンになればって、諭言ったじゃん」


「うん。……写真より、カメラ作るほうがいいとか言ってたよな？」


「俺……写真が好きとか、カメラが好きとかいうんじゃなくて――お前撮んのが好きなんだ」


　ボソボソと答える横顔が、仄ほのかに紅くなっている。


「だから、諭のこと撮れねーんなら、カメラにも写真にも興味ねーんだ」


　返事に困って、俺まで紅くなったような気がした。


「……泣き顔も、撮りたくてウズウズした」


　あんな状況で、そんなことを考えていたのかと、怒るよりも先に呆あきれてしまう。


「まさかと思うけど、現実の俺より、写真に写った俺が好きとか言うなよ？」


「あたりまえだろ」


　即答されて、ちょっとホッとした。


「でも、笑ってる顔も、フザケてる顔も、困ってる顔も……全部、焼きつけて持っときたいんだよな」


　うっとりと呟かれるのに、これ以上は聞かなくてもいいかなと判断して、さっさと話題を変えた。


「あのさ、気になってたんだけど……中山と復活した？」


「復活？」


　訝いぶかしげに眉をよせてから、須藤は「ああ、あれか」と苦笑する。


　言うまでもなく、俺よりも彼女との約束を優先した、あの一件だ。


「あれは、お前にあてつけたみてーなもんだよ。あいつは、ずいぶん前に貸したまんま忘れてたＣＤを、返しにきてただけ。んで、お詫わびに昼休みに購買のアイス奢おごるとか、言うからさ。ホントはうるせーから追い返そうと思ってたとこに、お前が来て…」


　それで〝あてつけ〟なわけか、と納得する。


「お前よりあいつのこと優先するなんて、初めてだったから、やけにはしゃいじまって、ますますうるさくなって参った」


「…ひでーの」


　ちょっぴり中山に同情しつつ、そう呟いてからハッとした。


「俺より優先したことないって……つきあってた時もか？」


「そうだよ」


　なんでもないことのように、須藤は言った。


「それって……マズかったんじゃねーの？　前から思ってたけど、俺、お前の口から『デートだから』って、遊びに行くのとか断られたことなかったよな？」


「だから、優先順位が決まってたんだって。あいつと約束してても、お前に誘われたら、あいつのほう断ってたぜ」


「絶対マズイって、それ…。中山、怒らなかったのか？」


「怒ってたけど、べつにどうってことねーし。言ったろ？　女とつきあうのは、お前を安心させるための手段だったんだって」


　ふいに、挑戦的な彼女の目つきを思い出した。


　昼は先約があるからと、須藤が言った時に見せた、大満足な表情……あれって、やっぱり俺を敵対視してたってことか？


　嫉しつ妬と深い彼女が、切れて須藤と別れることになった原因って――俺？


「……悪かったな。俺……平気でお前のこと誘ってた」


「いいじゃん。…それより、お前のほうはどうなったんだよ。なんて言ったっけ？　ほら、お前に告白してきて、フラレたくせに、絶交宣言ブチかました馴なれ々なれしい女」


　ひどい言われようだな、と思わず原田にも同情する。


「無視シカトされてるよ、相変わらず」


　ため息まじりに答えてはみたものの、さっき須藤が言ったみたいに、俺もその件に関しては、もうどうってことないかな、なんて思ってしまうのだ。


　俺たちって、かなり自分勝手で、ひどくないか？


　軽い自己嫌悪に陥っていると、すぐそばでシャッターを切る音がした。


「おい、勝手に撮んなって…」


「諭のへこんだ表情、まだ持ってないから」


　いけしゃあしゃあと、須藤は言った。


「理由になんねーよ」


　ブツブツ文句を言って、俺は唇を尖とがらせて。なんとなく考えた。


　告げられない想いを抱えて、彼は密かにずっと俺を撮り続けていた。俺の僅わずかな表情も見逃さないように、ずっと俺のことを見ていた。


　大事にされることがあたりまえになっていて、中山に羨うらやましがられていたことにも、もしかしたら恨まれていたかもしれないことにも気づかず、俺は平然と須藤のそばにいた。


　なんか、甘ったるい気持ちが、胸いっぱいに広がっている。


「須藤」


　遥はるか上空の風は強いのか、さきほどの雲は形を変えて、移動し始めている。


　それを目で追いかけながら、俺は須藤に呼びかけた。


「……待ってって、俺言ったけど。たぶん、そんなに待たせないと思うから」


　返事の代わりに、シャッターの音が響く。


「おい、真ま面じ目めに話してんだから、写真なんか撮らずにちゃんと聞けよ」


　堪たまり兼ねて声を上げると、須藤は、なんだか眩まぶしげな顔をして俺を見ている。


　その表情は、もちろん不真面目なものではなくて。


「……諭が、告白してくれる表情も、俺持ってねーから」


「馬鹿」


　――そんなの、これからいくらだって見せてやるよ。


　口には出せずに、胸の内で呟つぶやいた。


「チューしていい？」


　近づいた唇が、うずうずと聞いてくる。


「……写真、撮んなよ」


　そう言うと、須藤は笑った。


　カメラを手て摺すりのそばに置いて、俺の腕を摑つかんで引っ張る。


「どこ行くんだよ？」


「ここじゃ、下から丸見えだから」


　そうだっけ、と納得して、俺たちは屋上のど真ん中で向かい合う。


　須藤の手が、これまで感じたこともないくらい優しく、俺の髪や頰ほおに触れた。


　彼の頰が触れ、鼻が触れ、睫まつげが触れる。


　そうして、微かすかな息が唇を掠かすめて――。


　優しい、キスだった。


　初めて口くち接づけた時の、ポテトチップスの匂においや、震えていたオクテの自分が、頭の中でフラッシュバックしている。


　そうっと目を開けると、視界にはもう雲は見当たらなかった。


　ただ、青い空だけが広がっていた。


　俺は両手を伸ばして、須藤の背中をゆっくりと抱き返した。


　今年はきっと、暑い夏になる。


　そんな予感に胸を躍らせながら、俺たちはお互いのベクトルが、間違いなく恋に向かっていることを感じていた。







好こう奇き心しんのベクトル





鹿か住ずみ　槇まき
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